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前
言
本
稿
は
、
清
初
の
尤
『
擬
明
史
楽
府
』
訳
注
の
連
載
第
一
回
目
で
あ
る
。
尤
（
一
六
一
八
―
一
七
〇
四
）、
字
は
同
人
、
の
ち
展
成
、
号
は
悔
庵
・
艮
斎
、
晩
年
は
西
堂
老
人
。
江
蘇
長
洲
の
人
。
南
宋
四
大
家
の
一
人
で
あ
る
尤
袤
を
遠
祖
と
す
る
。
そ
の
家
世
に
つ
い
て
は
、『
述
祖
詩
』
一
巻
（
１
）に
詳
し
い
。
順
治
三
年
（
一
六
四
六
）
の
副
貢
生
。
挙
業
は
振
わ
な
か
っ
た
が
、
詩
文
・
戯
曲
に
才
を
揮
い
、
一
篇
な
る
ご
と
に
人
々
は
争
っ
て
伝
誦
し
た
。
当
時
、
江
南
を
中
心
と
し
て
各
地
に
文
社
が
復
活
し
た
が
、
自
訂
の
『
悔
庵
年
譜
（
２
）』
（
以
下
『
年
譜
』
と
略
す
）
に
よ
れ
ば
、
順
治
七
年
（
一
六
五
〇
）、
彼
も
慎
交
社
の
一
員
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
る
。
同
九
年
（
一
六
五
二
）、
永
平
府
推
官
に
任
ぜ
ら
れ
た
が
、
そ
の
三
年
後
、
旗
丁
を
鞭
打
っ
た
廉 か
どで
降
格
さ
せ
ら
れ
た
た
め
、
辞
職
し
て
帰
り
、
以
後
二
十
餘
年
間
に
わ
た
っ
て
官
に
就
か
ず
、
文
事
の
清
遊
に
耽
っ
た
。『
年
譜
（
３
）』
の
繋
年
順
に
列
挙
す
れ
ば
、
こ
の
間
、
宋
・
施
閏
章
・
彭
孫
・
王
士
禎
・
王
士
禄
・
冒
襄
・
陳
維
・
黄
周
星
・
李
漁
・
余
懐
・
周
亮
工
・
呉
綺
な
ど
の
文
人
た
ち
と
交
わ
り
を
結
ん
で
い
る
。
彼
の
詩
文
は
宮
中
に
も
伝
わ
り
、
順
治
帝
か
ら
「
真
才
子
」
と
称
さ
れ
た
。
ま
た
、
そ
の
雑
劇
・
伝
奇
（
４
）も
、
全
て
こ
の
間
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
康
熙
一
八
年
（
一
六
七
九
）、
六
二
歳
の
最
高
齢
で
博
学
鴻
詞
に
挙
げ
ら
れ
、
翰
林
院
検
討
と
な
っ
て
『
明
史
』
編
纂
に
参
与
し
、
康
熙
帝
か
ら
「
老
名
士
」
と
呼
ば
れ
、
寵
遇
を
得
た
。
世
間
は
そ
の
厚
遇
を
、
玄
宗
に
お
け
る
李
白
に
擬
え
て
羨
ん
だ
と
い
う
。
康
熙
の
博
学
鴻
詞
（
５
）に
は
、
錚
々
た
る
人
材
が
一
堂
に
会
し
た
が
、
彼
の
在
京
中
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
歌
っ
た
詩
や
、
文
人
た
ち
と
の
応
酬
唱
和
の
作
は
、
『
于
京
集
』
五
巻
（
６
）
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尤
『
擬
明
史
楽
府
』
訳
注
（
一
）
福
本
雅
一
監
修
・
尤
研
究
会
訳
注
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
三
年
後
、
長
子
の
珍
（
７
）が
進
士
と
な
っ
た
の
を
機
に
、
辞
職
し
て
故
郷
に
帰
り
、
山
水
に
遊
び
詩
文
に
耽
っ
た
。
康
熙
四
二
年
（
一
七
〇
三
）、
帝
南
巡
の
際
、
翰
林
侍
講
を
授
け
ら
れ
た
が
、
そ
の
翌
年
、
八
七
歳
で
没
し
た
。
そ
の
詩
文
は
『
西
堂
全
集
』・『
西
堂
餘
集
』・『
鶴
栖
堂
稿
』
に
、
戯
曲
は
『
西
堂
曲
腋
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
伝
は
『
清
史
稿
』
巻
四
八
四
・
文
苑
一
、
『
清
史
列
伝
』
巻
七
一
・
文
苑
二
。
ま
た
、
潘
耒
（
一
六
四
六
―
一
七
〇
八
）
に
「
尤
侍
講
艮
斎
伝
」
（
『
遂
初
堂
文
集
』
巻
一
八
）、
朱
彜
尊
（
一
六
二
九
―
一
七
〇
九
）
に
「
翰
林
院
侍
講
尤
先
生
墓
誌
銘
」
（
『
曝
書
亭
集
』
巻
七
六
）
が
あ
る
。
な
お
、
『
西
堂
餘
集
』
に
自
訂
年
譜
『
悔
庵
年
譜
』
二
巻
を
收
め
る
。
以
上
が
尤
の
略
伝
で
あ
る
が
、
次
に
『
擬
明
史
樂
府
』
の
概
要
を
記
そ
う
。
『
擬
明
史
楽
府
』
（
康
熙
二
〇
年
序
刊
本
・
東
洋
文
庫
蔵
）
に
は
、
巻
頭
に
康
熙
二
〇
年
（
一
六
八
一
）
の
自
序
が
あ
り
、
『
明
史
』
編
纂
の
合
間
を
縫
っ
て
作
ら
れ
た
旨
、
記
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
、
明
代
の
歴
史
に
取
材
し
た
断
代
的
詠
史
の
連
作
。
全
百
首
が
概
ね
年
代
順
に
配
列
さ
れ
て
い
る
。
各
詩
に
は
長
子
の
尤
珍
に
よ
る
注
が
附
さ
れ
て
お
り
、
他
に
彭
羨
門
（
彭
孫

一
六
三
一
―
一
七
〇
〇
）・
王
阮
亭
（
王
士
禎
一
六
三
四
―
一
七
一
一
）・
陳
其
年
（
陳
維

一
六
二
五
―
八
二
）・
施
愚
山
（
施
閏
章
一
六
一
八
―
八
三
）・
毛
大
可
（
毛
奇
齡
一
六
二
三
―
一
七
一
六
）
の
眉
批
が
見
え
る
。
王
士
禎
を
除
け
ば
、
い
づ
れ
も
尤
と
と
も
に
康
熙
一
八
年
の
博
学
鴻
詞
に
挙
げ
ら
れ
た
人
物
で
あ
る
。
ま
た
、
巻
末
に
は
施
閏
章
・
彭
孫
の
跋
文
を
載
せ
る
。
さ
ら
に
光
緒
年
間
に
は
、
浙
江
山
陰
の
宋
沢
元
が
こ
れ
を
校
刊
し
、
『
明
史
楽
府
』
一
巻
と
し
て
『
四
家
詠
史
楽
府
（
８
）』
に
収
め
て
い
る
。『
四
家
詠
史
楽
府
』
は
他
に
、
楊
維
『
鉄
崖
詠
史
』
八
巻
・
『
鉄
崖
小
楽
府
』
一
巻
、
李
東
陽
『
西
涯
楽
府
』
二
巻
、
洪
亮
吉
『
両
晋
南
北
史
楽
府
』
二
巻
・『
唐
宋
小
楽
府
』
一
巻
を
収
め
る
。
所
収
の
『
明
史
楽
府
』
に
は
、
光
緒
一
一
年
の
晩
春
に
書
か
れ
た
宋
沢
元
の
識
語
が
附
さ
れ
、
康
熙
二
〇
年
序
刊
本
に
あ
っ
た
眉
批
は
見
ら
れ
な
い
。
本
稿
の
底
本
は
、
こ
の
宋
沢
元
校
刊
本
を
用
い
た
。
前
述
し
た
通
り
、
『
擬
明
史
楽
府
』
の
制
作
は
、
尤
が
『
明
史
』
編
纂
に
参
与
し
た
こ
と
が
契
機
と
な
っ
て
い
る
。
次
に
、
彼
が
『
明
史
』
の
ど
の
部
分
を
担
当
し
た
か
、
諸
資
料
に
基
づ
い
て
整
理
し
て
お
こ
う
。
『
年
譜
』
康
熙
二
一
年
条
に
は
、「
予
三
載
史
局
に
て
、
列
朝
諸
臣
の
伝
、
外
国
伝
、
共
に
三
百
餘
篇
、
藝
文
志
五
巻
を
纂
す
」
と
あ
り
、
そ
の
「
鑑
戒
に
備
う
可
き
者
」
を
と
っ
て
『
擬
明
史
楽
府
』
と
『
外
国
竹
枝
詞
』
を
作
っ
た
と
い
う
。
因
み
に
『
外
国
竹
枝
詞
』
も
全
百
首
で
あ
り
、『
明
史
』
編
纂
の
餘
暇
に
作
ら
れ
た
旨
、
自
序
（
９
）に
記
さ
れ
て
い
る
。
［
尤
資
料
］
に
引
い
た
諸
伝
に
も
、
こ
の
『
年
譜
』
の
記
載
以
上
の
尤
『
擬
明
史
楽
府
』
訳
注
（
一
）（
福
本
・
尤
研
究
会
）
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こ
と
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
近
年
影
印
さ
れ
た
『
二
十
四
史
訂
補
』
第
十
五
冊
（
10）に
は
、
尤
の
手
に
な
る
『
明
史
擬
稿
』
と
『
（
明
史
）
外
国
伝
』
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
前
者
の
巻
頭
に
は
、
康
熙
三
〇
年
（
一
六
九
一
）
に
書
か
れ
た
彼
の
識
語
が
あ
る
。
以
下
に
全
文
を
引
用
し
よ
う
。
康
熙
十
八
年
、
詔
し
て
博
学
鴻
儒
を
徴
し
、
明
史
を
纂
修
せ
し
む
、
選
に
与 あ
ず
かる
者
五
十
人
、
分
ち
て
五
班
と
為
し
、
洪
武
自
よ
り
正
徳
に
至
る
、
編
次
も
亦
た
之
か
く
の
如
し
、
予
が
班
は
第
五
な
れ
ば
、
則
ち
纂
す
る
所
は
弘
（
弘
治
）・
正
（
正
徳
）
の
時
事
也
、
凡
そ
本
紀
・
列
伝
は
、
総
裁
諸
君
子
と
酌
定
し
て
鬮 き
ゆ
う派
す
、
名
卿
鉅
儒
の
心
に
慕
好
す
る
所
の
者
有
り
と
雖
も
、
敢
え
て
俎
を
越
え
て
問
わ
ず
、
故
に
伝
う
る
所
の
者
、
寥
々
と
し
て
数
人
な
る
而
已
の
み
、
将
に
業
を
卒 お
え
ん
と
し
、
又
た
嘉
（
嘉
靖
）・
隆
（
隆
慶
）・
万
（
万
暦
）
を
分
ち
て
一
編
と
為
し
、
泰
（
泰
昌
）・
天
（
天
啓
）・
崇
（
崇
禎
）
を
一
編
と
為
せ
ば
、
則
ち
其
の
姓
氏
を
錯
綜
し
て
鬮
派
す
、
亦
た
前
の
如
し
、
予
纂
す
る
こ
と
未
だ
半
ば
に
及
ば
ず
し
て
、
病
仮
を
以
て
帰
る
、
故
に
述
ぶ
る
所
は
僅 わ
ずか
に
此
に
止
ま
る
、
今
予
帰
り
て
九
載
に
し
て
、
此
の
書
尚
お
未
だ
告
成
せ
ず
、
蓋
し
総
裁
屡 し
ばし
ば
易
り
て
、
前
の
五
十
人
な
る
者
或
い
は
歿
し
或
い
は
帰
り
、
半
ば
は
烏
有
と
為
り
し
に
縁
よ
る
、
昔
人
頭
白
汗
青
の
歎
有
る
所
以
也
、
閑
居
偶 た
ま
た
ま
篋
衍
を
検
し
て
之
を
閲
す
、
比
事
属
詞
は
古
人
の
万
に
一
も
及
ば
ず
と
雖
も
、
四
五
年
の
間
、
禄
食
を
縻 つ
いや
し
膏
油
を
耗 へ
らし
て
、
力
を
茲 こ
こに
竭 つ
くせ
ば
、
捐
棄
す
る
に
忍
び
ず
、
姑 しば
らく
其
の
文
の
稍 や
や
雅
馴
な
る
者
を
択
び
、
刪
し
て
之
を
存
す
、
原
稿
は
主
者
に
呈
す
と
雖
も
、
点
竄
塗
抹
を
計
れ
ば
、
必
ず
多
か
ら
ん
、
史
成
る
の
日
を
俟
ま
ち
て
、
覧 み
る
者
焉 こ
れ
を
参
考
す
る
を
得
ん
、
又
た
纂
修
は
但
だ
本
伝
を
著
す
の
み
、
其
の
総
論
は
則
ち
私 ひ
そか
に
自
ら
増
す
、
敢
え
て
独
断
と
云
う
に
非
ざ
る
也
、
我
を
知
る
も
の
我
を
罪
せ
よ
、
之
に
聴 した
がわ
ん
而
已 のみ
、
後
に
外
国
伝
・
藝
文
志
有
り
、
是
の
例
に
在
ら
ず
、
『
明
史
』
編
纂
の
具
体
的
状
況
を
証
言
す
る
興
味
深
い
文
章
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
総
裁
官
の
手
が
加
え
ら
れ
る
前
の
原
稿
を
存
し
、
後
世
の
評
価
に
ゆ
だ
ね
る
の
は
、
自
負
心
が
強
い
文
人
に
は
よ
く
あ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
本
書
に
よ
り
、
尤
が
担
当
し
た
諸
伝
の
一
端
を
窺
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
注
（
11）に
全
て
を
列
挙
し
た
が
、
そ
の
中
に
は
沈
周
・
呉
寛
・
祝
允
明
・
唐
寅
・
文
徴
明
・
桑
悦
・
楊
循
吉
・
李
夢
陽
・
何
景
明
・
徐
禎
卿
・
辺
貢
・
康
海
・
王
九
思
・
王
守
仁
・
楊
慎
な
ど
の
著
名
人
も
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
最
後
に
、
『
擬
明
史
楽
府
』
の
文
学
史
的
位
置
と
後
世
の
評
価
に
つ
い
て
、
簡
単
に
触
れ
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
ま
ず
、
尤
の
自
序
を
引
中
國
詩
文
論
叢
第
二
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用
し
よ
う
。
昔
李
西
涯
（
李
東
陽
）
二
十
一
史
を
以
て
古
楽
府
百
篇
を
擬
す
、
大
抵
比
事
属
辞
楽
府
と
名
づ
く
と
雖
も
、
其
の
実
は
古 いに
し
えの
歌
詩
の
遺
也
、
…
…
予
乏 と
ぼ
し
き
を
承
う
け
、
明
史
を
纂
修
す
、
討
論
の
暇
、
間
に
其
の
遺
事
の
鑑
戒
に
備
う
可
き
者
を
採
り
て
、
断
ち
て
韻
語
と
為
し
、
亦
た
楽
府
百
首
を
擬
す
、
未
だ
敢
え
て
窃 ひ
そか
に
西
涯
に
比
せ
ず
と
雖
も
、
庶
幾
こ
い
ね
がわ
く
は
詠
史
の
一
体
を
存
せ
ん
、
其
の
中
是
非
を
別
白
し
、
哀
楽
を
揮
写
し
、
吾
が
意
の
在
る
所
を
寄
す
る
に
過
ぎ
ず
、
而
し
て
声
と
調
と
は
固 も
とよ
り
恤 う
れえ
ざ
る
所
、
覧 み
る
者
幸 ね
がわ
く
は
焉 こ
れを
譏
る
無
か
れ
、
こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
通
り
、
百
首
連
作
の
詠
史
楽
府
に
は
夙
に
先
例
が
あ
っ
た
。
前
掲
『
四
家
詠
史
楽
府
』
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
李
東
陽
の
『
西
涯
楽
府
』
（
『
擬
古
楽
府
』
）
で
あ
る
。
李
東
陽
の
詠
史
は
春
秋
末
か
ら
明
初
に
至
る
通
史
的
詠
史
で
あ
っ
た
が
、
尤
は
そ
れ
を
意
識
し
つ
つ
、
明
代
の
史
事
に
絞
っ
た
断
代
的
詠
史
を
作
っ
た
。
王
士
禎
は
『
漁
洋
詩
話
』
巻
下
に
次
の
よ
う
に
い
う
。
尤
悔
庵
楽
府
に
工 たく
みな
り
、
…
…
又
た
悔
庵
明
史
楽
府
を
作
る
、
李
西
涯
に
擬
す
と
雖
も
、
而
れ
ど
も
往
々
駕
し
て
其
の
上
に
出
づ
、
又
た
常 か
つて
外
国
竹
枝
百
首
を
作
る
、
ま
た
、
沈
徳
潜
『
国
朝
詩
別
裁
集
』
巻
一
一
に
は
、
尤
の
詩
を
二
五
首
收
め
る
が
、
う
ち
一
四
首
は
『
擬
明
史
楽
府
』
中
の
作
品
で
あ
る
。
彼
は
以
下
の
よ
う
に
評
す
る
。
詠
明
史
楽
府
一
巻
、
尤
も
神
来
の
作
と
為
す
、
今
選
中
に
收
む
る
所
は
、
皆
な
錚
々
と
し
て
声
有
る
者
な
り
、
藝
苑
の
人
を
し
て
之
を
見
、
共
に
西
堂
の
面
目
を
識 し
ら
使 し
め
ん
、
『
擬
明
史
楽
府
』
こ
そ
尤
の
真
面
目
を
伝
え
る
も
の
と
見
な
し
、
高
く
評
価
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
帰
郷
以
後
の
作
風
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
い
う
。
街
談
巷
議
と
雖
も
、
韻
語
中
に
入
る
、
遠
近
或
い
は
遊
戯
を
以
て
之
を
視
、
王
鳳
洲
（
王
世
貞
）
の
唐
伯
虎
（
唐
寅
）
を
評
す
る
に
比
す
、
尤
が
「
街
談
巷
議
」
に
も
目
配
り
し
、
逸
聞
を
多
く
盛
り
込
ん
で
い
る
こ
と
は
、
本
訳
注
か
ら
も
窺
え
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
宋
沢
元
は
序
（
12）し
て
、
そ
の
博
学
と
詼
諧
ユ
ー
モ
アと
遊
戯
性
を
指
摘
す
る
。
西
堂
勝
国
（
明
）
の
掌
故
に
熟
す
、
議
論
悉
く
根
拠
有
り
、
生
平
好
ん
で
遊
戯
を
以
て
行
文
す
、
故
に
詩
中
毎 つ
ね
に
詼
諧
の
筆
有
り
、
然
れ
ど
も
風
骨
は
高
張
、
詞
旨
は
朴
茂
、
其
の
才
を
矜 ほ
こら
ず
気
を
使
わ
ざ
る
の
処
、
断
じ
て
浅
学
の
能
く
幾
及
す
る
所
に
非
ず
、
『
擬
明
史
楽
府
』
に
対
す
る
後
世
の
主
な
評
価
は
、
お
よ
そ
以
上
の
通
り
で
あ
る
が
、
清
・
延
君
寿
の
『
老
生
常
談
』
に
「
尤
西
堂
に
明
史
尤
『
擬
明
史
楽
府
』
訳
注
（
一
）（
福
本
・
尤
研
究
会
）
239
百
首
有
り
て
自
よ
り
、
後
の
作
者
日
々
に
衆 お
お
し
」
と
い
う
ご
と
く
、
そ
の
作
品
は
、
後
に
数
多
く
作
ら
れ
る
明
史
楽
府
の
先
駆
と
な
っ
た
。
本
訳
注
は
、
福
本
雅
一
先
生
の
『
明
史
楽
府
』
講
義
（
早
稲
田
大
学
大
学
院
中
国
文
学
研
究
（
３
）
・
一
九
九
九
年
度
四
月
―
二
〇
〇
一
年
度
三
月
）
が
基
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
有
志
が
集
っ
て
「
尤
研
究
会
」
を
組
織
し
、
訳
注
稿
を
作
成
し
た
。
最
終
的
に
全
て
の
原
稿
を
先
生
に
批
正
し
て
い
た
だ
き
、
こ
の
た
び
掲
載
の
運
び
と
な
っ
た
。
末
筆
な
が
ら
、
先
生
の
学
恩
に
深
謝
し
、
さ
ら
に
今
後
の
御
教
導
を
冀
い
た
い
。
［
尤
資
料
］
１
自
訂
「
悔
庵
年
譜
」
（
『
西
堂
餘
集
』
）
２
潘
耒
「
尤
侍
講
艮
斎
伝
」
（
『
遂
初
堂
文
集
』
巻
一
八
）
３
朱
彜
尊
「
翰
林
院
侍
講
尤
先
生
墓
誌
銘
」
（
『
曝
書
亭
集
』
巻
七
六
）
４
『
清
史
稿
』
巻
四
八
四
・
文
苑
一
５
『
清
史
列
伝
』
巻
七
一
・
文
苑
二
６
銭
儀
吉
『
碑
伝
集
』
巻
四
五
７
李
桓
『
国
朝
耆
献
類
徴
初
編
』
巻
一
一
九
８
李
元
度
『
国
朝
先
正
事
略
』
巻
三
九
９
蔡
冠
洛
『
清
代
七
百
名
人
伝
』
第
五
編
10錢
林
・
王
藻
『
文
献
徴
存
録
』
巻
二
11李
集
『
鶴
徴
前
録
』
12秦
瀛
『
己
未
詞
科
録
』
巻
一
二
13朱
汝
珍
『
詞
林
輯
略
』
巻
二
14王
士
禎
『
漁
洋
山
人
感
旧
集
』
巻
四
15沈
徳
潜
『
国
朝
詩
別
裁
集
』
巻
一
一
16鄭
方
坤
『
国
朝
名
家
詩
鈔
小
伝
』
巻
一
17張
維
屏
『
国
朝
詩
人
徴
略
初
編
』
巻
十
18
之
誠
『
清
詩
紀
事
初
編
』
巻
三
19銭
仲
聯
主
編
『
清
詩
紀
事
』
康
熙
朝
巻
［
］
（
１
）
『
西
堂
全
集
』
所
収
（
２
）
『
年
譜
』
順
治
七
年
条
に
「
予
彭
（
彭
瓏
）
・
宋
（
宋
実
頴
・
宋
徳
宜
・
宋
徳
宏
）
・
計
甫
草
（
計
東
）
と
慎
交
社
七
郡
を
挙
げ
、
焉 こ
れ
に
従
う
」
と
あ
る
。
ま
た
、
謝
国
『
明
清
之
際
党
社
運
動
考
』
（
人
人
文
庫
・
台
湾
商
務
印
書
館
・
一
九
六
八
年
一
月
）
の
「
九
、
幾
社
始
末
」
に
も
、
尤
が
慎
交
社
に
名
を
連
ね
た
と
い
う
指
摘
が
見
ら
れ
る
。
（
３
）
宋
（
順
治
一
五
年
）・
施
閏
章
（
順
治
一
六
年
）・
彭
孫
（
康
熙
三
年
）
・
王
士
禎
（
康
熙
四
年
）
・
王
士
禄
（
康
熙
四
年
）
・
冒
襄
（
康
熙
四
年
）
・
陳
維
（
康
熙
四
年
）
・
黄
周
星
（
康
熙
九
年
）
・
李
漁
（
康
熙
一
〇
年
）・
余
懐
（
康
熙
一
〇
年
）・
周
亮
工
（
康
熙
一
一
年
）・
呉
綺
（
康
熙
一
六
年
）
（
４
）
『
年
譜
』
に
よ
る
繋
年
を
以
下
に
示
す
。『
読
離
騒
』（
順
治
一
三
年
）・
『
鈞
天
楽
』（
順
治
一
四
年
）・『
弔
琵
琶
』（
順
治
一
八
年
）・『
桃
花
源
』
（
康
熙
二
年
）・『
黒
白
衛
』（
康
熙
三
年
）・『
清
平
調
』（
康
熙
七
年
）
（
５
）
『
清
史
稿
』
巻
一
〇
九
・
選
挙
志
四
に
よ
れ
ば
、
試
に
応
じ
た
者
は
一
四
三
人
お
り
、
そ
の
う
ち
以
下
の
五
〇
名
が
選
ば
れ
た
。
な
お
、
秦
瀛
『
己
未
詞
科
録
』・
朱
汝
珍
『
詞
林
輯
略
』（
巻
二
・
康
熙
己
未
）
に
は
、
こ
れ
ら
の
人
物
の
伝
を
載
せ
る
。
彭
孫
・
倪
燦
・
張
烈
・
汪
・
喬
	・
王

齢
・
李
因
篤
・
秦
松
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
一
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齢
・
周
清
原
・
陳
維
・
徐
嘉
炎
・
陸
・
馮
勗
・
銭
中
諧
・
汪
楫
・
袁
佑
・
朱
彝
尊
・
湯
斌
・
汪
・
邱
象
随
（
以
上
、
一
等
二
〇
名
）
・
李
来
泰
・
潘
耒
・
沈
・
施
閏
章
・
米
漢
・
黄
与
堅
・
李
鎧
・
徐
・
沈
・
周
慶
曽
・
尤
・
范
必
英
・
崔
如
岳
・
張
鴻
烈
・
方
象
瑛
・
李
澄
中
・
呉
元
龍
・
	

・
毛
奇
齢
・
銭
金
甫
・
呉
任
臣
・
陳
鴻
績
・
曹
宜
溥
・
毛
升
芳
・
曹
禾
・
黎
騫
・
高
詠
・
龍
燮
・
邵
呉
遠
・
嚴
縄
孫
（
以
上
、
二
等
三
〇
名
）
（
６
）
『
西
堂
全
集
』
所
収
（
７
）
尤
珍
（
一
六
四
七
―
一
七
二
一
）
、
字
は
謹
庸
、
號
は
滄
。
江
蘇
長
洲
の
人
。
尤
の
長
子
。
康
熙
二
一
年
壬
戌
（
一
六
八
二
）
の
進
士
（
『
清
史
列
伝
』
は
康
熙
二
〇
年
の
進
士
と
す
る
）
。
父
子
と
も
に
翰
林
に
入
る
栄
誉
を
受
け
、
『
大
清
会
典
』
『
明
史
』
『
三
朝
国
史
』
の
編
纂
に
加
わ
っ
た
。
の
ち
右
春
坊
右
賛
善
を
授
け
ら
れ
た
が
、
故
郷
に
独
居
す
る
父
を
養
う
こ
と
を
理
由
に
辞
職
し
て
帰
っ
た
。
以
後
、
再
び
仕
え
る
こ
と
な
く
、
父
に
侍
し
て
は
山
水
に
遊
び
、
詩
作
に
耽
っ
た
。
著
に
『
滄
類
稿
』
が
あ
る
。
伝
は
『
清
史
列
伝
』
巻
七
一
・
附
伝
。
沈
徳
潜
に
「
宮
賛
尤
先
生
墓
誌
銘
」（『
帰
愚
文
鈔
』
巻
一
七
）
が
あ
る
。
尤
珍
は
、
同
郷
で
二
六
歳
年
少
の
沈
徳
潜
と
最
も
交
際
が
厚
く
、
詩
の
成
る
ご
と
に
彼
に
示
し
、
夜
の
更
け
る
ま
で
論
じ
合
い
、
一
字
た
り
と
も
ゆ
る
が
せ
に
し
な
か
っ
た
と
い
う
。『
国
朝
詩
別
裁
集
』
巻
一
三
に
は
、
そ
の
詩
を
八
首
收
め
る
。
（
８
）
『
叢
書
集
成
続
編
』
史
地
類
・
２
６
４
所
収
（
９
）
康
熙
二
〇
年
に
書
か
れ
た
自
序
に
、「
予
明
史
を
修
す
る
に
与 あず
かる
、
既
に
外
国
伝
十
巻
を
纂
す
、
其
の
餘
暇
を
以
て
、
復
た
譜
し
て
竹
枝
詞
百
首
を
為 つ
くり
、
土
謡
十
首
を
附
す
」
と
あ
る
。
（
10）
書
目
文
献
出
版
社
・
一
九
六
六
年
八
月
（
11）
王
守
仁
・
呉
寛
［
附
趙
寛
］
・
王
・
楊
廷
和
（
以
上
、
巻
一
列
伝
）
・
楊
守
陳
［
附
守
阯
・
守
随
・
茂
元
］
・
鄒
智
［
附
李
文
祥
］
・
舒
芬
・
鄭
善
夫
［
附
高
・
傅
汝
舟
］・
顧
［
附
弟
］・
陸
深
（
以
上
、
巻
二
列
伝
）
・
趙
用
賢
［
附
孫
士
春
］
・
周
順
昌
［
附
朱
祖
文
］
・
呂
維
祺
・
李
継
貞
・
杜
喬
林
・
黄
道
周
（
以
上
、
巻
三
列
伝
）
・
李
夢
陽
・
何
景
明
・
徐
禎
卿
・
辺
貢
・
康
海
・
王
九
思
・
桑
悦
・
楊
循
吉
［
附
都
穆
］
・
唐
寅
［
附
張
霊
］
・
祝
允
明
・
文
徴
明
［
附
陸
師
道
・
陳
淳
・
彭
年
・
銭
穀
・
居
節
・
周
天
球
］・
蔡
羽
［
附
王
寵
］・
何
良
俊
・
楊
慎
・
王
廷
陳
［
附
顔
木
］（
以
上
、
巻
四
文
苑
伝
）・
沈
周
・
孫
一
元
［
附
方
太
古
・
張
詩
］・
何
競
・
傅
・
沈
雲
祚
［
附
趙
嘉
等
］・
席
本
禎
（
以
上
、
巻
五
隠
逸
・
孝
行
・
忠
節
・
独
行
伝
）
・
董
朴
［
附
子
士
毅
］
・
姜
昂
［
附
子
龍
］
・
狄
雲
漢
・
張
挙
・
王
勲
・
呉
傑
・
李
惟
聡
・
陳
文
偉
・
史
忠
・
徐
霖
・
陳
鐸
・
王
磐
［
附
張
］
・
梁
辰
魚
・
郭
・
呉
偉
（
以
上
、
巻
六
循
吏
・
藝
術
伝
）
（
12）
宋
沢
元
「
四
家
詠
史
楽
府
序
」
（
児
島
弘
一
郎
）
尤
『
擬
明
史
楽
府
』
訳
注
（
一
）（
福
本
・
尤
研
究
会
）
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凡
例
一
、
底
本
は
、
『
叢
書
集
成
続
編
』
史
地
類
・
２
６
４
所
収
の
『
明
史
楽
府
』
一
巻
（
光
緒
一
一
年
・
宋
沢
元
校
刊
本
・
懴
花
庵
）
に
基
づ
い
た
。
二
、
訳
注
は
、
解
題
・
尤
珍
注
・
資
料
・
詩
・
語
釈
・
通
釈
の
順
で
並
ぶ
。
三
、
尤
珍
注
に
対
す
る
語
釈
は
（
）
内
に
記
し
た
。
四
、
詩
自
体
は
旧
字
体
と
し
、
訓
読
・
語
釈
・
通
釈
は
新
字
体
・
新
仮
名
遣
い
と
す
る
。
五
、
換
韻
位
置
は
、
訓
読
の
下
に
」
で
示
し
た
。
１
朱
家
巷
太
祖
高
皇
帝
、
朱
元
璋
（
一
三
二
八
―
一
三
九
八
）
の
出
世
に
ま
つ
わ
る
故
事
を
歌
う
。
詩
題
の
朱
家
巷
は
江
蘇
句
容
。
朱
元
璋
の
祖
先
は
、
漢
の
高
祖
劉
邦
の
出
身
地
で
あ
る
沛
（
江
蘇
）
か
ら
朱
家
巷
に
移
っ
た
。
た
だ
し
、
実
際
に
は
朱
元
璋
の
生
地
は
、
父
が
居
を
移
し
た
安
徽
濠
州
の
鍾
離
で
あ
る
。
朱
元
璋
の
出
生
当
時
、
元
朝
は
帝
位
の
継
承
を
め
ぐ
る
絶
え
間
な
い
争
い
の
中
に
あ
っ
た
。
致
和
元
年
（
一
三
二
八
）
か
ら
元
朝
最
後
の
皇
帝
で
あ
る
順
帝
が
一
三
三
八
年
に
即
位
す
る
ま
で
の
間
に
、
五
代
も
の
皇
帝
が
立
っ
た
こ
と
が
そ
れ
を
よ
く
示
し
て
い
よ
う
。
帝
位
が
移
る
た
び
に
重
用
さ
れ
る
臣
下
も
め
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
り
、
政
情
が
安
定
し
な
か
っ
た
た
め
、
や
が
て
飢
饉
な
ど
を
き
っ
か
け
に
地
方
で
反
乱
が
起
こ
り
始
め
た
。
至
正
四
年
（
一
三
四
四
）、
朱
元
璋
が
一
七
歳
の
時
に
、
当
時
の
一
家
の
居
地
で
あ
っ
た
鳳
陽
県
泗
州
に
疫
病
が
流
行
し
、
朱
家
は
父
母
、
四
子
の
う
ち
長
子
と
三
子
を
同
時
に
失
う
。
さ
ら
に
同
年
、
蝗
の
害
が
起
こ
り
、
末
子
の
朱
元
璋
は
糧
を
求
め
て
皇
覚
寺
に
入
り
、
僧
に
な
っ
た
。
し
か
し
二
月
と
た
た
ぬ
う
ち
に
寺
の
倉
は
閉
じ
ら
れ
、
諸
方
に
托
鉢
に
出
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
三
年
の
放
浪
の
の
ち
皇
覚
寺
に
戻
り
、
そ
こ
で
再
び
三
年
を
過
ご
し
た
。
至
正
一
二
年
（
一
三
五
二
）、
四
方
で
反
乱
勢
力
が
蜂
起
し
、
濠
州
に
は
紅
巾
軍
の
郭
子
興
が
拠
っ
た
。
朱
元
璋
は
こ
の
集
団
に
参
加
し
、
郭
子
興
の
養
女
馬
氏
を
娶
り
、
朱
公
子
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
後
朱
元
璋
は
故
郷
で
若
者
を
募
り
、
七
百
人
あ
ま
り
の
直
属
の
兵
を
持
つ
。
そ
の
中
に
は
開
国
の
元
勲
と
な
る
徐
達
ら
が
い
た
。
至
正
一
六
年
（
一
三
五
六
）
に
集
慶
（
後
の
南
京
）
を
占
領
し
て
応
天
府
と
名
づ
け
る
ま
で
に
は
、
劉
基
を
は
じ
め
と
す
る
幕
僚
も
揃
い
、
一
大
勢
力
と
な
る
。
劉
邦
と
並
ぶ
覇
業
の
、
基
礎
が
出
来
上
が
っ
た
の
で
あ
る
。
［
尤
珍
注
］
太
祖
の
先
世
、
句
容
朱
家
巷
の
人
な
り
、
陳
太
后
（
朱
元
璋
の
母
）
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一
黄
冠
（
仙
人
）
の
丸
薬
を
授 さ
ず
け
、
之
を
呑
む
を
夢
む
、
誕 う
ま
る
る
に
及
び
、
白
気
空
を
貫
き
、
異
香
室
に
満
つ
、
皇
覚
寺
に
出
家
す
、
兵
乱
れ
、
衆
散
ず
、
帝
伽
藍
に
祝 い
のり
、
難
を
避
け
旧
を
守
る
を
校
ず
る
に
、
皆
従
わ
ず
、
既
に
し
て
倡
義
を
卜
す
に
、
卓
然
と
し
て
立
つ
、
計
遂
に
決
す
、
西
の
か
た
汝
・
潁
（
河
南
）
に
至
り
、
夜
に
麻
湖
に
陥
る
、
群
児
の
聖
駕
を
迎
え
ん
と
呼
よ
ぶ
に
遇 あ
う
、
之
を
叱
す
れ
ば
、
見 み
え
ず
、
周
顛
上
に
見 ま
みえ
、
輒 すな
わち
太
平
を
告
ぐ
と
曰
う
、
又

な
ん
じ
一
桶
を
打
破
し
、
再
び
一
桶
を
做
せ
と
曰
う
、
帝
嘗
て
西
北
に
朱
台
有
り
、
数
羽
士
の
五
采
の
絳
衣
を
以
て
之
に
衣 き
せ
し
む
る
を
夢
む
、
又
潭
中
に
漁
し
、
鯉
三
十
五
を
獲 え
た
り
、
陳
四
有
り
、
来 き
たり
て
戯
れ
て
上
を
罩 と
うし
、
其
の
五
を
窃 ぬ
すむ
、
索 も
とめ
て
還 か
えさ
し
む
、
即
位
す
る
に
及
び
て
、
劉
基
に
問
う
、
朕
位
を
享 う
く
る
こ
と
幾
何
い
く
ば
く
ぞ
と
、
対 こ
た
え
て
曰
く
、
聖
寿
は
無
疆
な
り
、
然
れ
ど
も
数
を
以
て
言
わ
ば
、
当 ま
さに
三
十
五
な
る
べ
し
、
其
の
間
五
年
は
仮
る
者
な
り
と
、
上
忽
ち
窃
魚
の
数
の
符
せ
る
を
思
う
、
陳
を
召
し
、
至
れ
ば
将 ま
さに
之
を
殺
さ
ん
と
し
て
、
往
事
を
憶 お
ぼう
る
や
否
や
と
問
う
に
、
曰
く
、
臣
何
ぞ
烏
龍
潭
に
在
り
し
を
忘
れ
ん
と
、
上
曰
く
、
吾
が
郷
に
此
の
潭
無
し
と
、
曰
く
、
臣
此 こ
こ
に
于
い
て
烏
龍
を
罩
せ
し
の
み
と
、
上
喜
び
、
乃
ち
之
を
官 か
ん
す
、
洪
武
は
三
十
年
、
其
の
五
年
は
則
ち
革
除
と
計 か
ぞう
、
帝
の
父
母
、
歿 ぼ
つす
る
に
棺
無
し
、
山
谷
中
に

う
ず
む
る
を
謀 は
か
る
、
道
に

こ
う
（
綱
）
絶
え
、
忽
ち
に
し
て
雷
雨
晦
冥
た
り
、
明
、
往
き
て
之
を
視 み
る
に
、
土
裂
け
、
屍
は
已
に
陥
入
す
、
田
主
劉
継
祖
、
地
を
以
て
焉 こ
れに

あ
とう
、
鳳
凰
山
の
陽 みな
みに
在
り
、
御
製
皇
陵
碑
有
り
、
［
資
料
］
『
明
史
』
巻
一
―
三
・
太
祖
本
紀
、『
明
史
紀
事
本
末
』
巻
一
・
太
祖
起
兵
、
明
李
贄
『
続
蔵
書
』
巻
二
・
周
顛
仙
伝
、
明
祝
允
明
『
野
記
』
巻
一
、『
太
祖
御
制
文
集
』
巻
一
六
・
皇
陵
碑
文
朱
家
巷
人
生
朱
家
巷
聖
人
生
ま
る
皇
覺
寺
王
興
皇
覚
寺
王
者
興 お
こる
仙
授
	
白
光


仙
薬
を
授 さ
ずけ
白
光
横
た
わ
る
」
示


兵
神
を
示
し
遂
に
兵
を
起
こ
す
呼
駕
群
兒

聖
駕
を
呼
び
て
群
児
迎 む
かう
顛

太

顛
者
に
遇 あ
え
ば
太
平
を
告
ぐ
」
打
一
桶
做
一
桶
一
桶
を
打
ち
一
桶
を
做
せ
朱
臺
絳
衣
來
入

朱
台
絳
衣
来 き
たり
て
夢
に
入
る
三
十
五
魚
卜
年
中
三
十
五
魚
年
を
卜 ぼ
くし
て
中 あ
たる
皇
陵

言
何
痛
皇
陵
碑
言
何
ぞ
痛
な
る
」
當
時
田
裂
一

當
時
墓
田
一
縫
を
裂
く
日
陽
鳴
雙
鳳
異
日
朝
陽
双
鳳
鳴
く
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朱
家
巷
江
蘇
句
容
に
属
す
。
明
徐
禎
卿
『
翦
勝
野
聞
』
は
朱
元
璋
の
「
朱
氏
世
徳
之
碑
」
文
を
引
い
て
「
本
宗
朱
氏
、
金
陵
の
句
容
自
り
出
づ
、
地
は
朱
巷
と
名
づ
く
、
通
徳
郷
に
在
り
」
と
す
る
。
乾
隆
の
『
句
容
県
志
』
に
載
せ
る
同
碑
文
に
は
「
朱
家
巷
」
の
字
も
見
え
る
。
聖
人
天
子
。
こ
こ
で
は
朱
元
璋
を
指
す
。
『
礼
』
大
伝
に
「
聖
人
南
面
し
て
天
下
を
治
む
」
と
あ
る
。
皇
覚
寺
鳳
陽
県
、
県
城
の
南
。
洪
武
年
間
に
龍
興
寺
と
改
め
ら
れ
た
。
朱
元
璋
は
出
家
し
て
こ
の
寺
に
入
っ
た
が
、
す
ぐ
に
托
鉢
の
た
め
諸
方
を
回
ら
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
っ
た
。
こ
の
前
後
の
事
情
を
朱
元
璋
が
自
ら
「
皇
陵
碑
文
」
に
記
し
て
い
る
。
仙
授
薬
朱
元
璋
の
母
陳
氏
は
神
人
を
夢
に
見
、
与
え
ら
れ
た
丸
薬
を
呑
ん
だ
と
こ
ろ
、
太
祖
を
は
ら
ん
だ
。
『
明
史
』
巻
一
に
見
え
る
。
な
お
漢
の
劉
邦
を
は
じ
め
、
王
朝
の
始
祖
に
は
、
こ
の
よ
う
な
感
精
説
話
が
必
ず
つ
き
ま
と
う
。
白
光
横
朱
元
璋
が
生
ま
れ
る
時
に
部
屋
か
ら
光
が
さ
し
、
近
隣
の
も
の
は
火
事
と
見
誤
っ
て
か
け
つ
け
た
。
詩
は
白
光
と
す
る
が
、
『
明
史
紀
事
本
末
』
巻
一
は
「
其
の
夕
、
赤
光
天
を
燭 や
く
」
と
す
る
。
赤
は
朱
に
通
じ
、
朱
姓
の
偉
人
が
生
ま
れ
た
こ
と
を
示
す
。
神
示

は
占
い
の
道
具
。
竹
や
木
の
小
片
二
つ
か
ら
な
り
、
地
に
投
じ
て
そ
の
形
で
吉
凶
を
占
う
。
至
正
一
二
年
（
一
三
五
二
）、
朱
元
璋
が
二
五
歳
の
時
、
進
退
の
吉
凶
を
占
う
と
、
兵
乱
を
避
け
る
こ
と
の
目
は
凶
で
あ
っ
た
。
元
朝
を
守
る
こ
と
も
、
ま
た
凶
と
出
た
。
そ
こ
で
自
ら
兵
を
挙
げ
る
こ
と
を
占
う
と
、
果
た
し
て
吉
と
出
た
た
め
、
起
兵
の
意
を
決
し
た
。『
明
史
』
巻
一
に
載
せ
る
。
呼
聖
駕
聖
駕
は
天
子
の
乗
る
輿
。
太
祖
が
出
家
し
て
汝
、
潁
（
河
南
）
の
地
を
回
り
、
食
を
乞
う
た
時
、
道
に
童
子
た
ち
が
「
聖
駕
を
迎
う
」
と
言
う
の
に
出
会
い
、
そ
れ
ら
は
一
声
叱
す
る
と
消
え
去
っ
た
。
『
明
史
紀
事
本
末
』
巻
一
に
見
え
る
。
遇
顛
者
顛
者
は
狂
人
。
周
顛
を
指
す
。
一
名
を
周
顛
仙
。
本
名
、
生
卒
は
不
明
。
自
ら
南
昌
建
昌
の
人
と
名
乗
る
。
伝
は
『
明
史
』
巻
二
九
九
・
周
顛
伝
。
朱
元
璋
の
撰
と
さ
れ
る
周
顛
仙
伝
が
『
全
明
文
』
巻
三
二
に
あ
る
。
周
顛
は
朱
元
璋
の
前
に
こ
と
ご
と
に
現
れ
て
は
「
太
平
を
告
ぐ
」
と
言
っ
た
。『
続
蔵
書
』
巻
二
、
ま
た
祝
允
明
『
野
記
』
巻
一
は
そ
の
逸
聞
を
多
く
載
せ
る
。
打
一
桶
桶
は
統
に
通
じ
る
。
元
の
統
一
を
打
破
し
、
新
し
い
統
一
を
な
せ
、
と
の
意
を
示
す
。
周
顛
は
朱
元
璋
の
前
に
現
れ
、
道
の
脇
に
身
を
伏
せ
る
と
手
で
地
に
円
を
描
き
な
が
ら
「
一
桶
を
打
破
し
、
再
び
一
桶
を
做
せ
」
と
言
っ
た
。
明
李
紹
文
『
皇
明
世
説
新
語
』
巻
六
ほ
か
の
資
料
が
こ
の
事
を
記
す
。
朱
台
絳
衣
太
祖
は
若
い
頃
、
し
ば
し
ば
台
の
上
に
上
る
と
仙
人
た
ち
中
國
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論
叢
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が
彼
に
赤
い
衣
と
剣
を
授
け
る
と
い
う
夢
を
見
て
い
た
。
明
江
盈
科
『
聞
紀
』
紀
符
瑞
に
見
え
る
。
三
十
五
魚
魚
の
数
は
朱
元
璋
の
在
位
の
年
数
を
示
す
。
朱
元
璋
が
故
郷
に
い
た
こ
ろ
、
川
で
漁
を
す
る
と
、
鯉
三
十
五
匹
を
得
た
。
そ
こ
に
近
隣
の
陳
四
と
い
う
も
の
が
来
て
、
ふ
ざ
け
て
朱
元
璋
に
魚
捕
り
の
籠
を
か
ぶ
せ
た
。
朱
元
璋
が
帰
っ
て
び
く
を
開
け
て
み
る
と
、
鯉
が
五
匹
減
っ
て
い
た
。
陳
四
に
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
隠
し
て
い
た
と
言
い
、
怒
る
朱
元
璋
に
笑
っ
て
返
し
た
。
の
ち
、
天
子
の
位
に
つ
い
て
劉
基
に
何
年
位
を
保
て
る
か
を
問
う
た
と
こ
ろ
、
劉
基
は
「
聖
寿
は
無
彊
な
り
。
然
れ
ど
も
数
を
以
て
言
わ
ば
、
当
に
三
十
五
な
る
べ
し
。
其
の
間
五
年
は
、
仮
る
者
な
り
」
と
答
え
た
。
朱
元
璋
は
そ
の
数
が
鯉
と
符
合
す
る
こ
と
に
思
い
当
た
り
、
陳
四
を
召
し
出
し
て
問
う
と
、
恐
懼
し
て
往
時
の
こ
と
を
述
べ
、
そ
の
地
を
烏
龍
潭
、
と
答
え
た
。
自
分
が
そ
こ
で
天
子
の
龍
体
を
捕
ら
え
た
た
め
だ
、
と
い
う
。
そ
の
言
葉
に
朱
元
璋
は
陳
四
を
官
に
取
り
立
て
た
。
以
上
、
祝
允
明
『
野
記
』
巻
一
に
よ
る
。
仮
る
者
、
と
い
う
の
は
建
文
の
五
年
間
、
い
わ
ゆ
る
革
除
の
期
間
を
指
す
。
永
楽
帝
は
建
文
の
存
在
を
認
め
ず
、
建
文
四
年
ま
で
を
洪
武
三
五
年
と
称
し
た
。
劉
基
、
字
は
伯
温
、
処
州
青
田
の
人
。
文
成
公
、
誠
意
伯
の
名
を
も
っ
て
世
に
知
ら
れ
る
。
劉
基
に
つ
い
て
は
５
「
青
田
行
」
に
詳
し
い
。
皇
陵
碑
碑
は
安
徽
鳳
陽
の
鳳
凰
山
に
現
存
。
朱
元
璋
が
自
ら
若
年
の
暮
ら
し
を
痛
切
に
つ
づ
っ
た
も
の
。
文
は
『
太
祖
御
制
文
集
』
巻
一
六
に
収
め
る
。
裂
一
縫
一
縫
は
一
線
。
ひ
と
す
じ
。
至
正
四
年
（
一
三
四
四
）、
両
親
を
疫
病
で
失
う
と
、
朱
元
璋
は
両
親
を
葬
ろ
う
と
し
た
が
、
貧
し
く
棺
を
買
え
な
か
っ
た
。
激
し
い
雨
の
ふ
る
中
、
仕
方
な
く
そ
の
ま
ま
な
き
が
ら
を
背
負
っ
て
運
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
背
に
く
く
っ
た
縄
が
切
れ
、
な
き
が
ら
が
地
の
裂
け
目
に
落
ち
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
一
夜
明
け
る
と
土
が
裂
け
目
の
上
に
積
み
上
が
り
、
ま
る
で
墳
墓
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
地
主
の
劉
継
祖
は
、
こ
の
異
事
を
見
て
そ
の
土
地
を
朱
元
璋
に
与
え
た
。『
明
史
紀
事
本
末
』
巻
一
に
見
え
る
。
朝
陽
朝
陽
は
山
の
東
。『
詩
』
大
雅
・
巻
阿
に
「
鳳
凰
は
鳴
け
り
矣
、
彼
の
高
岡
に
。
梧
桐
は
生
ぜ
り
矣
、
彼
の
朝
陽
に
」
と
あ
る
。
双
鳳
一
対
の
鳳
凰
。
こ
こ
で
は
葬
ら
れ
た
朱
元
璋
の
両
親
を
指
す
。
ま
た
、
皇
陵
碑
の
建
つ
の
が
鳳
凰
山
で
あ
る
こ
と
を
ふ
ま
え
る
。
朱
家
巷
に
、
聖
人
が
生
ま
れ
た
。
皇
覚
寺
か
ら
、
王
者
が
功
業
を
興
す
。
仙
人
が
薬
を
授
け
る
と
母
は
は
ら
み
、
生
ま
れ
る
と
白
い
光
が
さ
し
た
。
神
は
託
宣
を
下
し
、
そ
こ
で
兵
を
起
こ
し
た
。
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天
子
の
み
こ
し
だ
と
、
童
子
た
ち
が
迎
え
る
。
狂
者
に
出
会
え
ば
、
太
平
を
告
げ
る
と
言
う
。
一
つ
の
桶
を
打
ち
壊
し
、
ま
た
一
つ
の
桶
を
作
れ
。
朱
色
の
台
と
赤
い
衣
が
、
夢
の
中
に
や
っ
て
来
る
。
魚
の
数
三
十
五
尾
は
、
在
位
の
年
を
占
い
的
中
し
た
。
皇
陵
碑
文
の
言
辞
の
何
と
痛
切
な
こ
と
。
そ
の
時
墓
地
は
一
す
じ
裂
け
て
、
の
ち
に
朝
日
に
二
羽
の
鳳
が
鳴
い
た
。
（
川
浩
二
）
２
陽
湖
元
末
の
群
雄
の
一
人
、
陳
友
諒
（
？
―
一
三
六
三
）
と
朱
元
璋
の
戦
い
を
歌
う
。
詩
題
の
陽
湖
（
江
西
）
は
そ
の
戦
場
。
朱
元
璋
が
応
天
府
（
南
京
）
に
拠
し
た
時
、
彼
は
必
ず
し
も
各
地
の
群
雄
の
中
で
最
大
の
勢
力
で
は
な
か
っ
た
。
江
西
か
ら
は
朱
元
璋
と
同
じ
紅
巾
軍
を
名
乗
る
徐
寿
輝
が
至
正
一
一
年
（
一
三
五
一
）
に
天
完
国
を
建
て
、
の
ち
陳
友
諒
が
こ
れ
に
か
わ
り
江
西
一
帯
を
領
し
て
い
た
。
平
江
（
蘇
州
）
に
は
塩
の
密
売
商
人
で
あ
っ
た
張
士
誠
が
拠
り
、
長
江
下
流
域
の
豊
か
さ
を
背
景
に
強
大
な
力
を
持
つ
。
同
じ
く
も
と
塩
商
人
の
方
国
珍
は
江
南
に
、
紅
巾
軍
の
劉
福
通
は
黄
河
と
渭
水
の
流
域
に
勢
力
が
あ
っ
た
。
朱
元
璋
は
自
分
を
挟
む
陳
友
諒
・
張
士
誠
の
二
大
勢
力
の
う
ち
ど
ち
ら
を
先
に
攻
め
る
か
と
い
う
選
択
に
迫
ら
れ
、
劉
基
の
提
言
に
よ
り
、
陳
友
諒
と
先
に
戦
う
決
断
を
下
し
た
の
で
あ
る
。
陳
友
諒
は
湖
北
陽
の
人
。
も
と
姓
を
謝
と
い
っ
た
。
父
は
漁
師
で
、
彼
は
陽
の
獄
吏
を
し
て
い
た
が
、
そ
の
職
を
気
に
入
ら
ず
、
あ
る
日
、
烏
が
「
陳
皇
帝
」
と
鳴
く
の
を
聞
い
て
、
反
乱
軍
に
身
を
投
じ
た
。
紅
巾
軍
の
徐
寿
輝
の
も
と
で
頭
角
を
あ
ら
わ
し
、
つ
い
に
は
彼
に
代
わ
り
、
至
正
二
〇
年
（
一
三
六
〇
）、
国
号
を
漢
と
称
し
、
自
ら
帝
位
に
即
い
た
。
至
正
二
一
年
（
一
三
六
一
）
に
江
州
で
の
戦
い
で
朱
元
璋
に
敗
れ
た
の
ち
、
武
昌
に
拠
っ
た
。
そ
の
後
兵
力
を
整
え
、
大
船
団
を
編
成
し
、
朱
元
璋
と
の
再
戦
に
備
え
た
。
そ
し
て
至
正
二
三
年
（
一
三
六
三
）
四
月
、
陽
湖
に
軍
を
進
め
る
。
朱
元
璋
率
い
る
呉
軍
は
、
巨
艦
を
大
量
に
揃
え
た
漢
軍
に
対
し
て
艦
隊
の
力
が
劣
っ
て
い
た
た
め
は
じ
め
不
利
で
、
朱
元
璋
の
乗
船
も
敵
船
に
迫
ら
れ
て
危
機
に
陥
る
。
そ
こ
で
武
将
韓
成
は
朱
元
璋
の
冠
服
を
身
に
つ
け
江
中
に
身
を
投
じ
、
身
代
わ
り
と
な
っ
て
彼
を
死
地
か
ら
逃
し
た
。
態
勢
を
整
え
た
呉
軍
は
、
い
か
だ
に
火
薬
を
積
ん
で
敵
艦
隊
に
ぶ
つ
け
る
策
に
出
る
。
お
り
か
ら
の
風
に
火
が
巨
艦
に
広
が
り
、
効
果
は
絶
大
で
あ
っ
た
。
陳
友
諒
は
敗
北
を
さ
と
っ
て
逃
れ
る
途
中
、
流
れ
矢
に
当
た
っ
て
没
し
、
朱
元
璋
は
勝
利
を
お
さ
め
た
。
朱
元
璋
は
し
ば
し
ば
そ
の
功
業
を
漢
の
劉
邦
に
喩
え
ら
れ
、
そ
れ
に
対
し
て
陳
友
中
國
詩
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諒
は
楚
の
項
羽
に
比
さ
れ
る
。
た
だ
し
本
詩
で
は
陳
友
諒
は
秦
末
の
群
雄
の
う
ち
同
姓
で
楚
の
地
に
拠
っ
た
陳
勝
と
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
韓
成
の
忠
誠
も
、
項
羽
と
の
戦
い
で
身
を
も
っ
て
劉
邦
を
救
っ
た
紀
信
に
な
ら
っ
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
以
上
、
秦
末
と
元
末
、
二
つ
の
群
雄
割
拠
の
時
代
を
重
ね
、
陳
友
諒
の
敗
北
ま
で
を
描
く
。
［
尤
珍
注
］
元
末
の
童
謡
に
云
う
、
石
人
一
隻
眼
、
黄
河
を
挑
動
し
、
天
下
反
す
と
、
黄
河
を
挑 ちよ
うす
る
に
及
び
、
果
し
て
石
人
の
一
眼
な
る
を
得
た
り
、
而
し
て
黄
（
湖
北
）
の
兵
起
た
つ
、
太
祖
陳
友
諒
を
征
し
、
馬
当
（
江
西
）
に
至
る
、
江
豚
波
中
に
戯 た
わ
む
る
、
周
顛
曰
く
、
水
怪
見 あら
わる
れ
ば
、
人
を
損 そ
こな
う
こ
と
多
し
と
、
戦
に
及
び
て
、
小 す
こし
く
卻 しり
ぞく
、
乃
ち
火
筏
を
以
て
之
を
衝
か
し
む
、
友
諒
流
矢
に
中 あ
た
り
、
頂
顱
を
貫
か
れ
て
死
す
、
方 ま
さに
急
な
る
時
、
帳
下
指
揮
韓
成
、
上
の
龍
袍
冠
冕
を
衣 き
、
衆
に
対
し
て
水
中
に
投
ず
、
後
、
康
郎
山
に
祠 ま
つら
る
、
［
資
料
］
『
元
史
』
巻
五
一
・
五
行
志
、
『
明
史
』
巻
一
二
三
・
陳
友
諒
伝
、
『
明
史
紀
事
本
末
』
巻
三
・
太
祖
平
漢
、
『
続
蔵
書
』
巻
二
・
周
顛
仙
伝
、
同
巻
四
・
韓
成
伝
石
人
挑
動
河
枯
石
人
挑
動
し
て
黄
河
枯 か
れ
群
梟
斬
竿
夜
鳴
狐
群
梟
竿
を
斬
り
夜
狐
鳴
く
武
昌
頭
陳
呼
武
昌
城
頭
陳
渉
呼
び
兵
百
萬
口
呑

漢
兵
百
万
口
に
呉
を
呑
む
王
師
夜
出
大
小
孤
王
師
夜
出
だ
す
大
小
孤
江
豚
風

	氣


江
豚
風
急
に
殺
気


あ
らし
艨
艟
火
攻
血
糊
艨
艟
火
攻
し
血
模
糊
た
り
眞
人
手
挽
金
僕
姑
真
人
手
ず
か
ら
挽 ひ
く
金
僕
姑
一
矢
貫
睛
殞
頭
顱
一
矢
睛
を
貫
き
頭
顱
を
殞 お
とす
康
轉
戰
開
鴻
圖
康
郎
転
戦
し
鴻
図
を
開
く
至
今
壁
壘
搖
菰
蒲
今
に
至
る
も
壁
壘
菰
蒲
揺 ゆ
れ
夜
雨
鬼
哭
燐
蕪
夜
雨
に
鬼
哭
し
青
燐
蕪 あ
る
當
時
交
鋒
何
危
乎
当
時
鋒
を
交 ま
じう
る
こ
と
何
ぞ
危
う
き
乎
嗚
呼
韓
烈
丈
夫
嗚
呼
韓
成
烈
丈
夫
紀
信
誑
楚
今
豈
無
紀
信
の
楚
を
誑
す
る
は
今
豈
に
無
か
ら
ん
や
陽
澤
陽
湖
陽
沢
陽
湖
兩
高

合
符
両
高
祖
符
を
合
わ
す
る
が
若 ご
とし
石
人
一
句
至
正
五
年
（
一
三
四
五
）
に
河
南
と
河
北
に
広
が
っ
た
童
謡
、
「
石
人
の
一
隻
眼
な
る
、
黄
河
を
挑
動
せ
ば
天
下
反
す
」
に
基
づ
く
。
『
元
史
』
巻
五
一
・
五
行
志
に
見
え
る
。
挑
動
は
担
ぎ
出
す
尤
『
擬
明
史
楽
府
』
訳
注
（
一
）（
福
本
・
尤
研
究
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）
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こ
と
。
隻
眼
の
石
人
を
埋
め
て
お
き
、
黄
河
の
治
水
工
事
を
行
っ
た
際
、
そ
れ
を
担
ぎ
出
し
た
。
そ
れ
以
降
反
軍
が
次
々
と
起
こ
っ
た
と
さ
れ
る
。
枯
は
元
王
朝
の
命
脈
が
尽
き
る
こ
と
を
指
す
。
群
梟
梟
は
乱
世
の
梟
雄
。
以
下
二
句
は
陳
勝
を
は
じ
め
と
す
る
秦
末
の
群
雄
の
挙
兵
を
、
元
末
の
動
乱
に
重
ね
る
。
斬
竿
兵
を
挙
げ
る
こ
と
。
漢
の
賈
誼
「
過
秦
」
に
「
木
を
斬
り
て
兵
と
為
し
、
竿
を
掲
げ
て
旗
と
為
す
」
と
見
え
る
。
鳴
狐
陳
勝
の
挙
兵
の
際
、
狐
が
そ
の
王
位
に
つ
く
こ
と
を
予
言
し
た
。
『
漢
書
』
巻
三
一
・
陳
勝
伝
に
「
夜
篝
火
す
る
に
、
狐
の
鳴
き
、
呼
び
て
曰
く
、
大
楚
興
り
、
陳
勝
王
た
ら
ん
と
」
と
あ
る
。
武
昌
湖
北
武
昌
。
対
岸
の
漢
陽
で
漢
水
が
長
江
と
合
流
し
、
長
江
中
流
第
一
の
要
衝
。
古
え
の
楚
に
当
た
る
。
至
正
二
一
年
（
一
三
六
一
）
に
朱
元
璋
の
軍
に
敗
れ
て
以
来
、
陳
友
諒
は
こ
の
地
に
拠
っ
て
い
た
。
陳
渉
陳
勝
。
渉
は
字
。
河
南
陽
城
の
人
。
「
燕
雀
安 い
ず
く
ん
ぞ
鴻
鵠
の
志
を
知
ら
ん
や
」
の
言
葉
で
知
ら
れ
る
。
第
二
句
に
も
あ
る
よ
う
に
、
狐
が
鳴
い
て
陳
勝
が
王
位
に
つ
く
こ
と
を
予
言
し
た
こ
と
は
、
陳
友
諒
が
烏
の
声
を
聞
い
て
反
軍
に
身
を
投
じ
た
こ
と
と
似
る
。
漢
兵
陳
友
諒
が
名
乗
っ
た
大
漢
の
兵
。
至
正
二
三
年
（
一
三
六
三
）
四
月
、
陳
友
諒
は
船
団
を
整
え
、
南
昌
に
侵
攻
し
た
。
そ
の
数
を
『
明
史
紀
事
本
末
』
巻
三
は
「
兵
六
十
万
と
号
す
」
と
記
す
。
呉
本
詩
の
描
く
戦
い
の
当
時
、
朱
元
璋
は
応
天
府
（
の
ち
の
南
京
）
に
拠
り
、
そ
の
国
を
西
呉
と
呼
ん
だ
。
大
小
孤
大
孤
山
、
小
孤
山
。
南
北
に
長
い
陽
湖
の
北
端
東
岸
に
位
置
す
る
。
江
豚
カ
ワ
イ
ル
カ
。
周
顛
（
１
「
朱
家
巷
」
参
照
）
が
、
陳
友
諒
と
の
戦
い
を
前
に
小
孤
山
の
近
く
で
こ
れ
を
見
て
「
水
怪
見 あら
わる
れ
ば
、
人
を
損
な
う
こ
と
多
し
」
と
被
害
を
予
言
し
た
、
と
『
続
蔵
書
』
巻
二
に
見
え
る
。
唐
許
渾
「
金
陵
懐
古
」
詩
に
「
石
燕
雲
を
払
い
晴
れ
亦
た
雨
ふ
り
、
江
豚
浪
を
吹
き
て
夜
還
た
風
す
」
と
あ
る
。
艨
艟
軍
艦
。
蘇
軾
「
前
赤
壁
賦
」
の
序
に
、
「
瑜
は
部
将
黄
蓋
に
議
を
建
じ
、
艨
艟
戦
艦
を
以
て
燥
荻
枯
柴
を
載
せ
し
む
」
と
あ
る
。
巨
艦
を
鎖
で
繋
い
で
陣
を
張
っ
た
陳
友
諒
に
対
し
て
、
朱
元
璋
の
軍
は
い
か
だ
に
柴
と
火
薬
を
載
せ
、
火
計
を
仕
掛
け
た
。
折
か
ら
の
風
に
乗
っ
て
計
は
当
た
り
、
陳
友
諒
は
多
く
の
兵
を
失
い
撤
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
血
模
糊
べ
っ
た
り
と
血
が
つ
く
。
杜
甫
「
戯
作
花
卿
歌
」
に
「
子
章
の
髑
髏
血
模
糊
た
り
、
手
ず
か
ら
提
げ
擲
還
す
崔
太
夫
」
の
句
が
見
え
る
。
真
人
至
高
の
人
。
仙
人
ま
た
天
子
を
表
す
。
秦
の
始
皇
帝
は
仙
人
に
憧
れ
、
自
ら
「
吾
仙
人
を
慕
う
。
自
ら
真
人
と
謂
い
て
、
朕
と
称
中
國
詩
文
論
叢
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さ
ず
」
と
言
っ
た
。
『
史
記
』
巻
六
に
見
え
る
。
こ
こ
で
は
天
子
と
な
る
朱
元
璋
を
指
す
。
金
僕
姑
矢
の
雅
名
。『
左
氏
』
荘
・
一
一
に
「
乗
丘
の
役
に
、
公
金
僕
姑
を
以
て
南
宮
長
萬
を
射
た
り
」
と
あ
る
。
僕
姑
の
語
義
は
正
義
も
「
其
の
義
を
未
だ
聞
か
ず
」
と
す
る
。
句
は
杜
牧
「
重
送
」
の
「
手
ず
か
ら
捻
く
金
僕
姑
、
腰
に
懸
く
玉
轆
轤
」
を
ふ
ま
え
る
。
一
矢
一
句
睛
は
目
、
顱
は
頭
蓋
骨
。
陳
友
諒
が
敗
戦
し
て
逃
亡
中
、
流
れ
矢
に
当
た
っ
て
命
を
落
と
し
た
こ
と
を
い
う
。
『
明
史
紀
事
本
末
』
巻
三
に
「
友
諒
は
別
舸
に
在
り
て
流
矢
に
中 あ
たり
、
睛
及
び
顱
を
貫
か
れ
て
死
せ
り
」
と
あ
る
。
康
郎
康
郎
山
。
陽
湖
の
南
端
に
面
す
る
。
両
軍
が
対
峙
し
た
の
は
こ
の
康
郎
山
の
ふ
も
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
韓
成
は
死
後
、
高
陽
侯
と
し
て
こ
こ
に
祀
ら
れ
た
。
開
鴻
図
帝
業
を
開
く
。
国
を
興
す
こ
と
。
鴻
図
は
国
の
領
土
を
指
す
。
『
旧
五
代
史
』
唐
書
・
巻
三
三
・
荘
宗
本
紀
に
「
鴻
図
を
嗣
守
す
」
と
あ
る
。
菰
蒲
ま
こ
も
と
が
ま
。
水
辺
に
生
え
る
草
。
陸
亀
蒙
の
「
夏
日
閑
居
作
四
声
詩
寄
襲
美
」
に
「
荒
池
菰
蒲
深
く
、
閑
階
莓
苔
平
ら
か
な
り
」
の
句
が
あ
る
。
夜
雨
鬼
哭
幽
鬼
が
泣
き
声
を
上
げ
る
。
『
淮
南
子
』
本
経
訓
に
「
蒼
頡
書
を
作
り
、
天
は
粟
を
雨
ふ
ら
せ
、
鬼
は
夜
哭
す
」
と
あ
る
。
青
燐
燐
は
鬼
火
。
元
の
「
代
曲
江
老
人
百
韻
」
に
「
破
船
古
渡
に
沈
み
、
戦
鬼
陰
燐
を
聚
む
」
の
句
が
あ
る
。
韓
成
南
直
隸
虹
県
の
人
。
江
南
に
お
け
る
覇
権
争
い
の
際
、
し
ば
し
ば
戦
功
を
あ
げ
、
元
帥
に
上
っ
た
。
陽
湖
の
戦
い
で
は
、
帳
前
総
制
親
兵
左
都
指
揮
使
に
任
じ
ら
れ
て
い
た
。
朱
元
璋
の
乗
船
が
漢
軍
に
包
囲
さ
れ
て
窮
地
に
陥
っ
た
時
、
「
古
人
に
身
を
殺
し
以
て
仁
を
成
す
者
有
り
。
臣
敢
え
て
其
の
死
を
愛 お
しま
ず
」
と
言
っ
て
太
祖
の
衣
服
冠
冕
を
身
に
つ
け
、
船
か
ら
身
を
投
じ
た
。
こ
の
献
身
に
よ
っ
て
敵
軍
の
追
撃
は
ゆ
る
み
、
朱
元
璋
は
死
地
を
脱
し
た
。
『
明
史
紀
事
本
末
』
巻
三
、『
続
蔵
書
』
巻
四
に
見
え
る
。
紀
信
誑
楚
紀
信
（
？
―
前
二
〇
四
）
は
、
劉
邦
の
幕
下
の
将
軍
。
河
南
の
陽
で
漢
軍
が
楚
軍
に
包
囲
さ
れ
た
時
、
紀
信
が
劉
邦
の
駕
に
乗
り
、
偽
っ
て
降
伏
し
、
ひ
そ
か
に
劉
邦
を
逃
が
し
た
。
『
史
記
』
巻
七
・
項
羽
本
紀
に
載
せ
る
。
な
お
『
続
蔵
書
』
韓
成
伝
の
評
語
は
「
紀
信
誑
楚
」
に
「
韓
成
誑
漢
」
を
比
し
、
賞
賛
し
て
い
る
。
陽
澤
河
南
陽
に
属
す
。
今
の
鄭
州
近
辺
。
「
紀
信
誑
楚
」
の
故
地
。
両
高
祖
漢
高
祖
劉
邦
と
明
太
祖
朱
元
璋
を
並
称
す
る
。
尤
『
擬
明
史
楽
府
』
訳
注
（
一
）（
福
本
・
尤
研
究
会
）
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石
人
形
を
担
ぎ
出
せ
ば
黄
河
は
枯
れ
、
梟
雄
た
ち
は
挙
兵
し
、
狐
は
夜
に
鳴
い
た
。
武
昌
の
城
頭
に
陳
勝
が
大
声
で
叫
ぶ
と
、
集
っ
た
漢
軍
は
百
万
、
一
口
に
呉
軍
を
呑
も
う
と
す
る
。
太
祖
の
軍
が
夜
に
大
小
孤
山
か
ら
進
軍
す
る
と
、
カ
ワ
イ
ル
カ
が
現
れ
、
風
は
激
し
く
な
り
、
殺
気
が
吹
き
荒
れ
る
。
軍
船
を
用
い
て
火
計
を
し
か
け
る
と
、
血
で
辺
り
が
赤
く
染
ま
る
ほ
ど
。
太
祖
は
自
ら
弓
を
と
っ
て
金
僕
姑
を
引
き
し
ぼ
り
、
一
矢
は
陳
友
諒
の
目
を
貫
き
、
頭
骨
ま
で
射
抜
い
た
。
康
郎
山
で
の
転
戦
が
、
国
の
基
を
開
い
た
。
今
で
も
、
と
り
で
の
土
塁
に
ま
こ
も
や
が
ま
が
揺
れ
、
夜
に
雨
が
降
れ
ば
幽
鬼
が
泣
き
、
鬼
火
が
荒
涼
た
る
地
に
飛
ぶ
。
そ
の
折
の
戦
い
の
、
何
と
危
う
か
っ
た
こ
と
か
。
あ
あ
、
韓
成
は
烈
丈
夫
。
紀
信
が
楚
を
あ
ざ
む
い
た
こ
と
が
、
今
も
あ
る
の
だ
。
陽
沢
と
、
陽
湖
と
。
二
人
の
高
祖
の
帝
業
は
、
ぴ
っ
た
り
と
符
合
す
る
よ
う
だ
。（
川
浩
二
）
３
齊
雲
樓
群
雄
の
一
人
、
蘇
州
（
当
時
は
平
江
）
を
本
拠
と
し
た
張
士
誠
（
？
―
一
三
六
七
）
の
最
期
を
歌
う
。
詩
題
の
斉
雲
楼
は
蘇
州
城
内
の
楼
閣
。
塩
の
密
売
商
人
で
あ
っ
た
張
士
誠
は
、
至
正
一
三
年
（
一
三
五
三
）、
江
蘇
高
郵
で
反
乱
を
起
こ
し
た
。
元
は
右
丞
相
の
脱
脱
ト
ク
トを
討
伐
に
差
し
向
け
、
高
郵
を
包
囲
し
た
た
め
、
張
士
誠
は
危
機
に
陥
る
。
と
こ
ろ
が
翌
年
に
脱
脱
ト
ク
トは
政
争
か
ら
罷
免
さ
れ
、
そ
れ
に
乗
じ
て
元
軍
を
破
り
、
南
下
し
て
蘇
州
に
拠
点
を
移
し
常
州
・
松
江
・
湖
州
に
勢
力
を
拡
大
し
た
。
は
じ
め
誠
王
と
称
し
、
国
号
を
大
周
国
と
し
て
い
た
が
、
至
正
一
七
年
（
一
三
五
七
）、
西
の
朱
元
璋
に
対
抗
す
る
た
め
に
元
と
結
び
、
太
尉
の
位
を
授
け
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
毎
年
糧
米
を
大
都
（
北
京
）
に
送
っ
た
が
、
そ
れ
は
蘇
州
か
ら
浙
江
に
か
け
て
の
肥
沃
な
土
地
と
豊
富
な
資
金
を
押
さ
え
て
い
る
こ
と
の
証
で
あ
っ
た
。
張
士
誠
は
元
に
王
号
を
求
め
た
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
至
正
二
三
年
（
一
三
六
三
）、
再
び
独
立
し
て
呉
王
を
称
し
た
。
し
か
し
張
士
誠
は
政
治
を
弟
の
張
士
信
と
そ
の
取
り
巻
き
に
任
せ
る
よ
う
に
な
り
、
享
楽
に
ふ
け
っ
て
長
期
的
な
視
野
を
持
た
な
か
っ
た
。
対
し
て
朱
元
璋
は
陳
友
諒
を
破
る
と
、
至
正
二
四
年
（
一
三
六
四
）
に
同
じ
く
呉
王
を
名
乗
り
、
積
極
的
に
攻
勢
に
出
た
。
至
正
二
六
年
（
一
三
六
六
）、
朱
元
璋
軍
は
湖
州
・
杭
州
を
落
と
し
、
中
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蘇
州
を
包
囲
す
る
。
十
ヶ
月
の
篭
城
の
後
、
至
正
二
七
年
（
一
三
六
七
）
九
月
、
つ
い
に
落
城
し
、
張
士
誠
は
捕
ら
え
ら
れ
て
応
天
府
（
南
京
）
に
送
ら
れ
、
そ
こ
で
自
縊
し
た
。
張
士
誠
は
し
ば
し
ば
そ
の
決
断
力
の
乏
し
さ
を
非
難
さ
れ
る
が
、
富
豪
た
ち
の
利
益
を
守
り
、
文
人
た
ち
を
保
護
し
た
た
め
、
蘇
州
で
は
彼
の
評
判
は
高
く
、「
死
す
と
も
怨
み
ず
、
泰
州
の
張
」
と
い
わ
れ
た
。
本
詩
も
そ
の
最
期
を
潔
い
も
の
に
描
き
、
評
価
し
て
い
る
。
［
尤
珍
注
］
張
士
誠
兵
敗 や
ぶれ
、
妻
劉
氏
に
謂
い
て
曰
く
、
我
敗
れ
て
且 ま
さに
死
せ
ん
と
す
、
若 なん
じが
曹
と
も
が
ら奚 な
にを
か
為 な
す
と
、
劉
曰
く
、
君
憂
う
る
こ
と
勿 な
かれ
、
妾
必
ず
君
に
負 そ
む
か
ず
と
、
乃
ち
薪
を
斉
雲
楼
下
に
積
み
、
群
妾
侍
女
を
駆 か
つて
自
尽
じ
じ
んせ
し
め
、
火
を
縦 は
なち
て
之
を
焚 や
き
、
遂
に
自
縊
す
る
也 な
り、
士
誠
執 と
らわ
れ
て
食 く
らわ
ず
、
帝
に
見 ま
みゆ
る
に
瞑
目
し
て
踞
坐
す
、
帝
叱
し
て
曰
く
、
盍 な
ん
ぞ
我
を
視 み
ざ
る
と
、
曰
く
、
天
日
爾 なん
じを
照
ら
し
、
我
を
照
ら
さ
ず
、
爾
を
視
て
何
と
為 す
る
ぞ
と
、
士
誠
の
弟
士
信
相
と
為 な
り
、
専
ら
黄
敬
夫
・
蔡
彦
文
・
葉
新
に
任
ず
、
事

や
ぶれ
、
呉
人
十
七
字
詩
を
為 つ
く
り
て
云
う
、
丞
相
事
業
を
做
す
に
、
専
ら
黄
菜
葉
を
用
う
、
一
朝
西
風
起
こ
り
、
乾
と
、
太
祖
三
人
を
誅
し
、
其
の
屍
を
竿
に
風
し
て
焉 こ
れ
を
乾
ほ
す
、
上
微
行
す
る
に
、
老
媼
有
り
、
呼
び
て
老
頭
児
と
為
す
、
或
い
は
燈
謎
を
為 つ
く
り
、
婦
人
の
瓜
を
懐 い
だ
き
て
跣
な
る
に
像 か
た
どる
、
隠
語
に
、
淮
西
の
婦
人
好 は
な
はだ
大
脚
と
云
い
、
馬
后
を
嘲
る
也 な
り、
上
大
い
に
怒
り
て
曰
く
、
張
士
誠
已
に
死
せ
る
に
人
呼
ん
で
張
王
と
為
す
、
鼠
輩
敢
え
て
爾 し
かす
と
、
並
び
に
其
の
里
を
屠 ほ
ふる
、
九
四
は
士
誠
の
行
（
排
行
）
な
り
、
陳
理
（
陳
友
諒
の
子
）
降 く
だり
、
帰
徳
侯
に
封
ぜ
ら
る
、
［
資
料
］
『
明
史
』
巻
一
二
三
・
張
士
誠
伝
、『
明
史
紀
事
本
末
』
巻
四
・
太
祖
平
呉
、
明
徐
禎
卿
『
翦
勝
野
聞
』
齊
雲
樓
下
烽


斉
雲
楼
下
烽
煙
起
こ
り
三
百
紅
妝
同
日
死
三
百
の
紅
粧
同
日
に
死
す
高
郵
竊
舊
鹽
徒
高
郵
の
草
窃
旧 も
と
塩
徒
爲
殘
元
殉
疆
壘
猶 な
お
残
元
の
為
に
彊
塁
に
殉
ず
」
	則
爲
王
敗
則
囚
成
ら
ば
則
ち
王
為 た
り
敗 や
ぶる
れ
ば
則
ち
囚

死
羞
作
歸
侯
寧
ろ
死
す
と
も
帰
徳
侯
と
作 な
る
を
羞 は
ず
閉
口
不
飮
建
業
水
口
を
閉 と
ざし
て
飲
ま
ず
建
業
の
水
瞑
目
看
秣
陵
秋
目
を
瞑 と
じ
て
看
る
に
忍
び
ん
や
秣
陵
の
秋
」
可
恨
西
風



恨
む
可 べ
し
西
風
黄
菜
葉
天
項
何
須

天
項
羽
を
亡
ぼ
す
に
何
ぞ
説 と
く
を
須 も
ちい
ん
至
今
老
弔
戰
場
今
に
至
る
も
遺
老
戦
場
を
弔 とむ
らう
尤
『
擬
明
史
楽
府
』
訳
注
（
一
）（
福
本
・
尤
研
究
会
）
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門
流
水
聲
嗚
咽
門
の
流
水
声
嗚
咽
す
」
君
不
見
君
見 み
ず
や
老
頭
兒
短
脚
長
老
頭
児
は
短
く
婦
脚
は
長
し
九
四
死
呼
張
王
九
四
郎
死
す
る
も
張
王
と
呼
ば
る
斉
雲
楼
蘇
州
城
内
の
長
洲
県
が
わ
南
東
寄
り
、
古
く
か
ら
府
が
置
か
れ
た
子
城
に
あ
り
、
唐
宋
の
詩
人
の
詩
題
と
な
る
。
張
士
誠
も
こ
の
子
城
に
居
し
て
い
た
。
平
江
落
城
に
と
も
な
い
焼
け
落
ち
て
、
宋
元
以
来
の
建
物
は
全
て
失
わ
れ
、
明
は
蘇
州
府
を
城
内
の
呉
県
が
わ
に
移
し
た
。
烽
煙
戦
火
に
よ
っ
て
起
こ
る
煙
。
駱
賓
王
「
夕
次
蒲
類
津
」
に
「

火
軍
壁
に
通
じ
、
烽
煙
戍
樓
に
上
る
」
と
あ
る
。
三
百
一
句
紅
粧
は
美
し
く
化
粧
し
た
女
。
張
士
誠
の
妻
劉
氏
は
、
至
正
二
七
年
（
一
三
六
七
）
九
月
、
城
が
陥
っ
た
こ
と
を
知
る
と
、
妾
た
ち
を
斉
雲
楼
に
登
ら
せ
て
火
を
放
っ
て
焼
き
、
自
ら
は
縊
死
し
た
。
『
明
史
紀
事
本
末
』
巻
四
に
見
え
る
。
句
は
杜
甫
『
悲
陳
陶
』
の
「
四
万
の
義
軍
同
日
に
死
す
」
を
ふ
ま
え
る
。
高
郵
江
蘇
高
郵
。
揚
州
の
北
、
大
運
河
に
沿
う
。
秦
の
高
郵
亭
。
張
士
誠
は
こ
こ
か
ら
兵
を
起
こ
し
た
。
草
窃
草
賊
。
小
盗
人
。
こ
こ
で
は
張
士
誠
を
指
す
。
『
周
書
』
巻
一
四
・
賀
岳
伝
に
「
蜀
の
賊
は
草
窃
な
る
而 の
己 み
」
と
あ
る
。
塩
徒
塩
の
密
売
商
人
。
張
士
誠
の
こ
と
。
『
明
史
』
巻
一
二
三
に
「
船
を
操
り
塩
を
運
ぶ
を
以
て
業
と
為
す
」
と
あ
る
。
残
元
ほ
ろ
び
か
け
た
元
朝
。
張
士
誠
は
い
っ
た
ん
元
に
帰
順
し
た
。
彊
塁
辺
境
の
と
り
で
。
江
南
は
大
都
か
ら
見
れ
ば
辺
境
と
い
え
る
。
成
則
為
王
一
句
勝
て
ば
王
、
敗
れ
れ
ば
囚
人
。
唐
の
淮
南
節
度
使
高
駢
に
対
し
て
叛
乱
を
企
て
た
畢
師
鐸
が
、
処
刑
さ
れ
る
と
き
「
成
れ
ば
則
ち
王
、
敗
る
れ
ば
則
ち
虜
」
と
言
っ
た
。
『
新
唐
書
』
巻
一
四
九
・
高
駢
伝
に
見
え
る
。
帰
徳
侯
陳
友
諒
の
幼
子
陳
理
は
、
朱
元
璋
に
帰
徳
侯
の
位
に
封
じ
ら
れ
た
。
な
お
封
号
は
朱
元
璋
の
徳
に
帰
順
す
る
と
い
う
意
味
。
陳
理
の
伝
は
『
明
史
』
巻
一
二
三
・
陳
友
諒
伝
に
付
さ
れ
る
。
閉
口
口
を
閉
じ
る
。
張
士
誠
は
捕
ら
わ
れ
て
後
食
を
断
っ
た
と
『
明
史
』
巻
一
二
三
に
あ
る
。
建
業
南
京
の
古
称
。
本
句
は
三
国
呉
の
甘
露
元
年
（
二
六
五
）、
建
業
か
ら
武
昌
へ
遷
都
し
よ
う
と
し
た
孫
皓
に
対
し
て
、
陸
凱
が
諫
言
の
中
に
引
い
た
童
謡
、
「
寧
ろ
建
業
の
水
を
飲
む
も
、
武
昌
の
魚
を
食
ら
わ
ず
、
寧
ろ
還
り
て
建
業
に
死
す
も
、
武
昌
の
居
に
止
ま
ら
ず
」
の
句
の
逆
を
い
っ
た
も
の
。
『
三
国
志
』
呉
書
・
巻
六
一
・
陸
凱
伝
に
見
え
る
。
中
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瞑
目
目
を
閉
じ
る
。
徐
禎
卿
『
翦
勝
野
聞
』
に
よ
れ
ば
、
張
士
誠
は
捕
ら
わ
れ
て
朱
元
璋
を
前
に
し
、
目
を
閉
じ
て
あ
ぐ
ら
を
か
き
、
「
天
日
爾
を
照
ら
し
、
我
を
照
ら
さ
ず
。
爾
を
視
て
何
と
為
る
ぞ
」
と
言
っ
た
。
秣
陵
秋
秣
陵
は
南
京
の
古
称
。
蘇
州
が
破
れ
張
士
誠
が
自
殺
し
た
の
は
秋
九
月
。
西
風
一
句
西
風
は
秋
風
。
西
か
ら
攻
め
て
く
る
朱
元
璋
を
も
指
す
。
黄
菜
葉
は
、
張
士
誠
の
弟
張
士
信
が
信
任
し
た
黄
敬
夫
、
蔡
彦
文
、
葉
徳
新
の
三
人
を
表
す
。
蘇
州
の
民
は
こ
の
三
人
が
張
士
誠
を
亡
ぼ
す
こ
と
に
な
る
と
「
丞
相
事
業
を
做
す
に
、
専
ら
黄
菜
葉
を
用
う
。
一
朝
西
風
起
ち
、
乾
」
と
歌
っ
た
。
乾
は
干
し
あ
が
る
意
。
後
に
朱
元
璋
に
破
れ
る
と
、
張
士
信
と
黄
蔡
葉
の
三
人
は
殺
さ
れ
、
屍
は
竿
に
か
け
ら
れ
た
。
歌
は
『
明
史
』
巻
一
二
三
、
『
翦
勝
野
聞
』
の
ほ
か
『
古
謡
諺
』
巻
一
四
に
も
所
収
。
蘇
州
陥
落
を
詠
ん
だ
詩
に
し
ば
し
ば
引
か
れ
る
。
天
亡
項
羽
項
羽
は
劉
邦
に
敗
れ
て
東
城
に
逃
れ
、「
天
我
を
亡
ぼ
す
、
戦
の
罪
に
非
ざ
る
也
」
と
言
っ
た
。
『
史
記
』
巻
七
・
項
羽
本
紀
に
見
え
る
。
門
蘇
州
城
の
西
門
。
戦
国
時
、
楚
に
向
く
た
め
破
楚
門
と
も
呼
ば
れ
た
。
明
清
代
は
こ
の
周
辺
が
繁
華
街
で
あ
っ
た
。
流
水
声
嗚
咽
川
の
流
れ
る
音
が
す
す
り
泣
く
声
の
よ
う
に
響
く
。
『
楽
府
詩
集
』
巻
二
一
「
隴
頭
水
」
に
「
隴
頭
の
流
水
、
鳴
声
は
幽
咽
た
り
。
遥
か
に
秦
川
を
望
め
ば
、
肝
腸
断
絶
す
」
の
句
が
見
え
る
。『
古
謡
諺
』
巻
二
八
に
も
所
収
。
老
頭
児
一
句
「
張
家
長
、
李
家
短
」
の
用
法
で
人
や
も
の
の
長
短
を
云
々
す
る
こ
と
。
老
頭
児
は
、
じ
じ
い
、
ほ
ど
の
意
。
朱
元
璋
が
蘇
州
に
入
城
し
た
時
、
一
人
の
老
婆
が
彼
を
「
老
頭
児
」
と
呼
ん
だ
こ
と
が
『
翦
勝
野
聞
』
に
見
え
る
。
ま
た
婦
脚
は
灯
謎
（
元
宵
に
飾
る
花
灯
に
謎
か
け
を
書
い
た
も
の
）
に
瓜
を
抱
え
た
裸
足
の
婦
人
を
描
い
て
淮
西
の
百
姓
出
身
の
馬
后
を
嘲
っ
た
こ
と
を
示
す
。
こ
の
記
事
も
『
翦
勝
野
聞
』
に
載
せ
る
。
瓜
の
謎
は
「
懐
西
瓜
」
の
「
懐
西
」
が
「
淮
西
」
に
通
じ
る
。
九
四
郎
九
四
は
張
士
誠
の
排
行
。
張
王
蘇
州
の
人
々
は
張
士
誠
を
「
張
王
」
と
呼
ん
だ
。『
翦
勝
野
聞
』
前
注
「
老
頭
児
」
の
項
に
、
「
張
士
誠
は
小
窃
な
る
に
、
江
東
呉
の
民
今
に
至
る
も
呼
び
て
張
王
と
為
す
、
我
天
子
と
為
る
に
、
呼
び
て
老
頭
児
と
為
す
は
何
ぞ
や
と
、
即
ち
命
じ
て
民
家
を
籍
没
せ
し
む
る
こ
と
甚
だ
衆
し
」
と
あ
る
。
斉
雲
楼
下
に
煙
が
上
が
り
、
尤
『
擬
明
史
楽
府
』
訳
注
（
一
）（
福
本
・
尤
研
究
会
）
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三
百
の
美
人
が
同
じ
日
に
死
ん
だ
。
（
張
士
誠
は
）
高
郵
の
小
盗
人
で
も
と
は
塩
の
売
人
、
そ
れ
が
末
期
の
元
朝
に
辺
境
の
と
り
で
で
殉
じ
よ
う
と
し
た
。
成
功
す
れ
ば
王
、
敗
れ
れ
ば
囚
人
。
帰
徳
侯
な
ど
に
封
じ
ら
れ
る
な
ら
死
ぬ
ほ
う
が
ま
し
だ
。
口
を
閉
ざ
し
て
、
建
業
の
水
を
飲
ま
な
い
。
目
を
つ
む
り
、
秣
陵
の
秋
を
見
る
に
し
の
び
よ
う
か
。
恨
め
し
い
の
は
秋
風
に
黄
ば
む
菜
の
葉
。
天
が
項
羽
を
亡
ぼ
す
の
だ
、
何
も
言
う
必
要
は
な
い
。
今
で
も
生
き
残
り
の
老
人
た
ち
は
戦
場
を
と
む
ら
い
、
門
に
流
れ
る
水
の
音
は
す
す
り
泣
く
声
の
よ
う
だ
。
ご
ら
ん
、
朱
元
璋
は
お
い
ぼ
れ
、
馬
后
は
大
足
な
ど
と
罵
ら
れ
た
、
九
四
郎
は
、
死
ん
で
も
張
王
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
に
。
（
川
浩
二
）
４
大
都
亡
元
の
滅
亡
と
、
明
の
開
国
の
元
勲
徐
達
（
一
三
三
二
―
一
三
八
五
）
の
出
征
か
ら
死
に
至
る
ま
で
の
事
跡
を
中
心
に
歌
う
。
詩
題
の
大
都
は
後
の
北
京
。
金
代
に
中
都
と
さ
れ
、
元
の
世
祖
ク
ビ
ラ
イ
汗
に
よ
っ
て
「
汗
の
都
」
を
意
味
す
る
カ
ン
バ
リ
ク
と
名
づ
け
ら
れ
た
。
そ
れ
を
漢
訳
し
て
大
都
と
呼
ぶ
。
現
在
ま
で
続
く
北
京
の
基
礎
は
こ
の
と
き
の
都
市
計
画
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
元
朝
第
十
一
代
、
最
後
の
皇
帝
と
な
る
妥
歓
帖
睦
尓
ト
ゴ
ン
＝
テ
ィ
ム
ー
ル
（
一
三
二
〇
―
一
三
七
一
）
は
一
三
三
二
年
に
一
三
歳
で
即
位
し
、
順
帝
と
号
し
た
。
順
帝
は
幼
く
し
て
、
叔
父
の
九
代
皇
帝
文
宗
か
ら
八
代
皇
帝
明
宗
の
子
で
は
な
い
と
さ
れ
、
広
西
桂
林
の
静
江
に
流
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
至
順
三
年
（
一
三
三
二
）
九
月
に
文
宗
が
、
次
に
即
位
し
た
寧
宗
が
同
年
十
一
月
に
崩
じ
た
た
め
、
静
江
か
ら
大
都
へ
迎
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
順
帝
に
は
頼
る
べ
き
家
臣
も
な
く
、
政
治
よ
り
も
文
芸
に
耽
溺
し
た
。
さ
ら
に
そ
の
後
房
中
術
に
ふ
け
る
よ
う
に
な
り
、
ま
す
ま
す
国
事
か
ら
遠
ざ
か
っ
た
。
各
地
の
反
乱
が
さ
か
ん
に
な
る
と
、
討
伐
の
た
め
に
送
っ
た
は
ず
の
元
軍
が
反
乱
軍
に
取
り
こ
ま
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
、
も
は
や
元
朝
の
崩
壊
は
必
至
で
あ
っ
た
。
至
正
二
七
年
（
一
三
六
七
）
十
月
、
陳
友
諒
・
張
士
誠
を
滅
ぼ
し
た
朱
元
璋
は
、
北
伐
の
命
を
下
し
た
。
徐
達
に
征
虜
大
将
軍
を
授
け
、
常
遇
春
を
副
将
軍
と
し
、
ま
ず
山
東
を
落
と
し
、
次
に
河
南
に
向
か
わ
せ
た
。
朱
元
璋
が
明
の
国
号
を
と
な
え
た
洪
武
元
年
（
一
三
六
八
）
の
四
月
に
は
、
河
南
ま
で
を
平
定
し
、
五
月
に
朱
元
璋
も
自
ら
梁
に
達
し
、
大
都
に
攻
め
入
る
準
備
を
整
え
た
。
閏
七
月
、
通
州
で
元
軍
が
大
敗
す
る
と
、
順
帝
は
抵
抗
を
あ
き
ら
め
北
に
逃
れ
る
。
洪
武
元
年
八
月
二
日
、
徐
達
は
大
都
を
占
領
し
た
。
朱
元
璋
は
河
北
を
手
に
入
れ
、
名
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
一
集
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実
と
も
に
中
国
の
主
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
徐
達
は
安
徽
鳳
陽
の
人
。
家
は
代
々
農
家
で
あ
っ
た
が
、
武
を
好
み
大
志
を
抱
い
た
。
二
二
歳
の
時
朱
元
璋
と
出
会
い
、
た
ち
ま
ち
意
気
投
合
し
て
彼
に
従
っ
た
。
朱
元
璋
の
信
頼
は
最
も
厚
く
、
陳
友
諒
・
張
士
誠
と
の
戦
い
、
北
へ
の
侵
攻
の
全
て
に
お
い
て
軍
の
総
司
令
官
を
任
じ
ら
れ
て
い
た
。
朱
元
璋
は
宴
席
で
は
徐
達
を
兄
弟
と
呼
び
、
そ
の
功
績
を
高
く
評
価
し
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
大
都
か
ら
名
を
改
め
た
北
平
に
長
く
留
ま
り
、
燕
王
（
後
の
成
祖
）
朱
棣
と
親
し
く
、
長
女
を
そ
の
后
と
し
た
。
洪
武
一
七
年
（
一
三
八
五
）
に
北
平
で
背
に
疽
を
病
ん
で
没
す
る
と
、
朱
元
璋
は
徐
達
に
中
山
王
の
位
を
お
く
っ
た
。
［
尤
珍
注
］
徐
達
元
の
順
帝
を
追
い
、
将 ま
さ
に
之
に
及
ば
ん
と
す
る
に
、
忽
ち
令
を
下
し
て
師
を
班 か
え
す
、
常
遇
春
大
い
に
怒
り
、
馳
せ
帰
り
て
帝
に
告
げ
て
曰
く
、
徐
達
反
せ
り
矣
と
。
達
乃
ち
潜 ひそ
かに
還
り
、
剣
に
仗 よ
り
て
入
り
、
帝
に
謁
す
、
盛
怒
し
て
其
の
故
を
問
う
、
達
曰
く
、
元
君
微
な
り
と
雖
も
、
嘗
て
中
国
に
主
た
り
、
我
れ
執 と
らえ
て
以
て
来
る
に
、
何
を
以
て
之
を
待 ま
た
ん
と
、
帝
の
怒
り
乃
ち
解
く
、
李
文
忠
応
昌
に
至
る
に
、
元
主
し
、
太
子
愛
猷
識
理
遁 の
がれ
去
る
、
其
の
孫
買
的
八
刺
を
獲 と
らう
、
命
じ
て
献
俘
を
免
ぜ
し
む
、
納
哈
出
は
元
臣
な
り
、
地
保
奴
は
元
主
の
次
子
な
り
、
上
嘗
て
達
に
酒
を
飲
ま
し
め
、
之
を
強
い
て
酔
わ
し
む
、
人
を
し
て
扶 た
す
け
て
旧
内
に
宿
せ
し
む
、
夜
半
酒
醒
め
驚
き
起
き
て
、
殿
下
に
趨 す
うし
て
叩
拝
し
て
出 い
ず
、
上
之
を
聞
き
乃
ち
喜
ぶ
、
後
疽
を
病
む
に
、
上
数 し
ばし
ば
往
き
て
視
る
、
医
を
集
め
て
調
治
せ
し
む
る
に
、
少
し
く
差 い
ゆ
、
一
日
忽
ち
膳
を
賜
る
、
達
使
者
に
対
し
て
流
涕
し
、
之
を
食
ら
い
、
密
か
に
諸
医
を
し
て
逃
逸
せ
し
め
、
遂
に
卒
す
、
帝
蓬
跣
し
て
紙
銭
を
担 た
ん
し
、
哭
し
て
第
に
至
る
、
命
じ
て
医
徒
を
収
め
て
斬
ら
し
む
、
夫
人
大
い
に
哭
し
、
出
で
て
帝
を
拝
す
、
之
を
慰
め
、
其
の
後
事
を

し
ゆ
うし
て
還 か
える
、
［
資
料
］
『
元
史
』
巻
三
八
―
四
七
・
順
帝
本
紀
、『
明
史
』
巻
一
二
五
・
徐
達
伝
、
『
明
史
紀
事
本
末
』
巻
八
・
北
伐
中
原
、
巻
十
・
故
元
遺
兵
、
清
傅
維
麟
『
明
書
』
巻
九
一
・
徐
達
伝
、
明
徐
禎
卿
『
翦
勝
野
聞
』
、
清
趙
翼
『
廿
二
史
箚
記
』
巻
三
六
・
徐
達
縦
元
君
之
誤
、
福
本
雅
一
「
天
魔
の
舞
」
（
中
国
古
典
研
究
第
三
一
号
）
大


元
遯
大
都
亡
び
元
帝
遯 の
がる
大
將
軍
下
班
師
令
大
将
軍
下
せ
る
は
班
師
の
令
彼
亦
人
君
焉
可
問
彼
も
亦
た
人
君
焉 いず
くん
ぞ
問
う
可
け
ん
や
」
愛
猷
識
理
歸
而
逋
愛
猷
識
理
帰
り
て
逋 の
がれ
買
八
刺
獻
俘
買
的
八
刺
献
俘
を
免
ぜ
ら
る
尤
	『
擬
明
史
楽
府
』
訳
注
（
一
）（
福
本
・
尤
	研
究
会
）
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馮
已

哈
出
馮
勝
已
に
納
哈
出
を
降 く
だし
玉
仍
擒
地
保
奴
藍
玉
仍 な
お
地
保
奴
を
擒
に
す



	固
有


緩 ゆ
るく
追
い
て
賊
を
逸
す
る
は
固
よ
り
道
有
り
窮
兵
搜
捕
奚
爲
乎
兵
を
窮
め
捜
捕
し
て
奚 な
にを
か
為 な
さ
ん
乎
」
咄
哉
春
見
何

咄
な
る
哉
遇
春
見
る
こ
と
何
ぞ
晩 く
らき
棄
軍
訴
徐
反
軍
を
棄
て
奔
り
て
訴 うつ
たう
徐
達
反
せ
り
と
不
反
達
は
反
せ
ず
不
死
醫
藥
死
御
膳
医
薬
に
死
せ
ず
御
膳
に
死
す
蓬
跣

哭
豈
相
見
蓬
跣
し
道
に
哭
す
る
も
豈
に
相
い
見 ま
みえ
ん
や
可
憐
舊
酒
醒
時
憐
れ
む
可 べ
し
旧
内
に
酒
醒
め
し
時
殿
下
叩
頭
夜

殿
下
に
叩
頭
し
夜
半
に
起 お
く
大
都
亡
洪
武
元
年
（
一
三
六
八
）
閏
七
月
、
徐
達
が
率
い
る
明
軍
が
大
都
に
迫
る
と
、
順
帝
は
北
に
逃
れ
る
こ
と
を
計
り
、
同
月
二
七
日
夜
半
、
后
妃
太
子
と
と
も
に
大
都
を
脱
出
し
た
。
そ
の
後
八
月
二
日
に
入
城
し
た
徐
達
の
軍
は
、
元
の
重
臣
た
ち
こ
そ
処
刑
し
た
も
の
の
、
朱
元
璋
の
命
令
通
り
略
奪
を
厳
し
く
禁
じ
、
城
内
に
大
き
な
混
乱
は
起
こ
ら
な
か
っ
た
。
大
将
軍
徐
達
を
指
す
。
彼
は
北
伐
の
際
、
征
虜
大
将
軍
を
授
け
ら
れ
た
。
班
師
軍
を
返
す
。
『
左
伝
』
襄
・
十
に
「
帰
る
能
わ
ざ
る
を
懼
る
れ
ば
班
師
を
請
う
」
と
あ
り
「
班
は
還
な
り
」
と
注
さ
れ
る
。
三
、
四
、
一
一
、
一
二
の
各
句
は
い
ず
れ
も
徐
達
が
順
帝
を
追
い
つ
め
た
際
、
軍
を
返
す
命
令
を
出
し
た
、
と
い
う
記
録
に
よ
る
。
徐
禎
卿
『
翦
勝
野
聞
』
は
次
の
よ
う
に
い
う
。
常
遇
春
が
順
帝
を
追
い
つ
め
た
と
こ
ろ
で
、
突
然
徐
達
が
軍
を
返
す
命
令
を
下
し
た
。
そ
の
た
め
常
遇
春
は
応
天
府
（
南
京
）
に
馳
せ
戻
り
朱
元
璋
に
、
徐
達
反
せ
り
、
と
告
げ
た
。
徐
達
も
応
天
府
に
戻
り
、
武
装
を
解
か
ず
自
ら
の
軍
船
の
上
で
朱
元
璋
に
謁
見
し
た
。
徐
達
は
そ
こ
で
順
帝
を
捕
ら
え
て
も
益
が
な
い
こ
と
を
説
い
た
の
で
、
朱
元
璋
の
怒
り
は
解
け
た
。
し
か
し
『
明
史
』
を
は
じ
め
と
す
る
諸
資
料
に
は
、
二
将
が
朱
元
璋
に
応
天
府
で
謁
見
し
た
記
録
は
見
え
な
い
。
趙
翼
『
廿
二
史
箚
記
』
巻
三
六
も
こ
の
事
を
考
証
し
、
徐
達
が
順
帝
を
追
い
つ
め
た
事
実
は
あ
り
え
な
い
と
断
定
す
る
。
人
君
君
主
。
『
左
伝
』
昭
・
一
六
に
「
且 ま
さ
に
既
に
人
君
為 た
る
に
、
而
し
て
又
人
臣
為
る
よ
り
は
死
す
る
に
如
か
ず
」
と
あ
る
。
愛
猷
識
理
順
帝
の
太
子
、
愛
猷
識
理
達
臘
ア
ユ
ル
＝
シ
リ
ダ
ラ
（
？
―
一
三
七
八
）。
元
朝
第
一
一
代
皇
帝
・
順
帝
（
ト
ゴ
ン
＝
テ
ィ
ム
ー
ル
）
の
長
子
。
至
正
一
三
年
（
一
三
五
八
）
に
皇
太
子
と
な
る
。
洪
武
元
年
（
一
三
六
八
）、
大
都
を
順
帝
と
と
も
に
脱
出
し
、
洪
武
三
年
（
一
三
七
〇
）
五
月
、
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
一
集
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李
文
忠
率
い
る
明
軍
に
追
わ
れ
て
応
昌
（
現
内
蒙
古
自
治
区
）
か
ら
北
に
逃
れ
、
さ
ら
に
和
林
カ
ラ
コ
ル
ム
へ
と
逃
亡
し
た
。
一
三
七
一
年
、
こ
の
地
で
即
位
し
、
ビ
リ
ク
ト
＝
ハ
ー
ン
と
称
し
、
宣
光
と
改
元
す
る
。
即
位
後
は
河
南
王
拡
廓
帖
木
児
コ
コ
＝
テ
ィ
ム
ー
ルと
と
も
に
南
方
の
回
復
を
志
す
が
、
そ
の
死
後
、
勢
力
は
減
退
す
る
。
や
が
て
カ
ラ
コ
ル
ム
か
ら
金
山
へ
本
営
を
移
し
、
一
三
七
八
年
四
月
に
こ
の
地
で
病
没
す
る
。
廟
号
は
昭
宗
。
そ
の
後
、
弟
の
脱
古
思
帖
木
児
ト
グ
ス
＝
テ
ィ
ム
ー
ルが
位
を
継
い
だ
。
伝
は
『
元
史
類
編
』
巻
三
〇
・
順
帝
本
紀
に
付
さ
れ
る
。
買
的
八
刺
愛
猷
識
理
達
臘
ア
ユ
ル
＝
シ
リ
ダ
ラ
の
子
、
買
的
里
八
刺
マ
イ
ダ
リ
パ
ラ
。
洪
武
三
年
（
一
三
七
〇
）
五
月
、
応
昌
で
明
軍
に
捕
ら
え
ら
れ
、
応
天
府
（
南
京
）
に
護
送
さ
れ
た
。
臣
下
に
は
処
刑
を
す
す
め
る
も
の
が
あ
っ
た
が
、
朱
元
璋
は
許
し
て
崇
礼
侯
を
授
け
た
。
の
ち
洪
武
七
年
（
一
三
七
四
）
九
月
に
放
還
さ
れ
た
。
伝
は
父
と
同
じ
く
『
元
史
類
編
』
巻
三
〇
に
付
さ
れ
る
。
献
俘
捕
虜
を
処
刑
し
て
犠
牲
と
し
て
太
廟
に
捧
げ
る
こ
と
。『
左
伝
』
僖
・
二
八
に
「
献
俘
」
の
文
字
が
見
え
、
杜
預
は
「
楚
の
俘
を
廟
に
献
ず
」
と
注
す
る
。
馮
勝
安
徽
定
遠
の
人
。
は
じ
め
名
を
国
勝
と
い
い
、
の
ち
勝
と
し
た
。
兄
の
国
用
と
と
も
に
朱
元
璋
に
仕
え
た
。
徐
達
、
李
文
忠
ら
の
死
後
は
征
虜
大
将
軍
に
任
じ
ら
れ
た
。
洪
武
二
〇
年
（
一
三
八
七
）、
納
哈
出
を
降
し
た
際
に
戦
利
品
を
私
し
た
こ
と
を
と
が
め
ら
れ
て
か
ら
、
朱
元
璋
の
寵
を
失
っ
た
。
洪
武
二
六
年
（
一
三
九
三
）
の
藍
玉
の
獄
に
は
連
座
こ
そ
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
洪
武
二
八
年
（
一
三
九
五
）
に
死
を
賜
り
、
子
は
位
を
継
ぐ
こ
と
を
ゆ
る
さ
れ
な
か
っ
た
。
伝
は
『
明
史
』
巻
一
二
九
・
馮
勝
伝
。
納
哈
出
ナ
ハ
チ
ュ
。
元
の
名
将
木
華
黎
の
子
孫
。
洪
武
元
年
（
一
三
六
八
）
に
大
都
が
占
領
さ
れ
る
時
、
捕
虜
と
な
っ
た
が
、
朱
元
璋
に
見
出
さ
れ
て
厚
遇
を
受
け
た
。
し
か
し
そ
の
後
願
い
出
て
北
元
に
還
っ
た
。
洪
武
二
〇
年
（
一
三
八
七
）、
馮
勝
に
降
り
、
再
び
明
に
仕
え
て
海
西
侯
を
授
け
ら
れ
た
。
翌
年
、
明
軍
に
従
っ
て
雲
南
征
伐
に
向
か
う
途
中
、
湖
北
武
昌
で
没
し
た
。
伝
は
『
明
史
』
巻
一
二
九
・
納
哈
出
伝
。
藍
玉
安
徽
定
遠
の
人
。
常
遇
春
の
義
弟
。
長
く
朱
元
璋
に
従
い
武
将
と
し
て
仕
え
た
。
洪
武
二
一
年
（
一
三
八
八
）
の
戦
い
で
元
軍
を
破
っ
て
大
功
を
挙
げ
、
涼
国
公
に
叙
せ
ら
れ
た
。
し
か
し
そ
の
際
元
の
公
妃
を
私
し
、
そ
れ
を
知
ら
れ
朱
元
璋
の
不
興
を
か
っ
た
。
後
に
大
逆
の
罪
に
問
わ
れ
た
こ
と
は
、
８
「
胡
藍
獄
」
に
詳
し
い
。
伝
は
『
明
史
』
巻
一
三
二
・
藍
玉
伝
。
地
保
奴
愛
猷
識
理
達
臘
ア
ユ
ル
＝
シ
リ
ダ
ラ
の
弟
脱
古
思
帖
木
児
ト
グ
ス
＝
テ
ィ
ム
ー
ルの
次
子
。
洪
武
二
一
年
（
一
三
八
八
）
四
月
、
藍
玉
は
軍
を
率
い
て
慶
州
（
現
内
蒙
古
自
治
区
）
尤
『
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か
ら
捕
魚
児
海
ブ
イ
ル
・
ノ
ー
ルに
進
み
、
野
営
中
の
元
軍
を
攻
撃
し
た
。
脱
古
思
帖
木
児
と
太
子
天
保
奴
は
逃
れ
た
も
の
の
、
地
保
奴
ら
皇
族
、
公
主
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
元
人
が
捕
虜
と
な
っ
た
。
の
ち
藍
玉
に
母
を
私
さ
れ
た
こ
と
を
知
り
激
怒
し
、
そ
の
た
め
琉
球
に
流
さ
れ
た
。
緩
追
逸
賊
わ
ざ
と
ゆ
っ
く
り
追
っ
て
相
手
を
逃
が
す
こ
と
。
『
穀
梁
伝
』
隠
・
元
に
「
緩
く
追
い
て
賊
を
逸
す
る
は
、
親
に
親
し
む
の
道
な
り
」
と
あ
る
。
窮
兵
徹
底
し
て
武
力
を
行
使
す
る
。
『
史
記
』
巻
一
一
二
に
「
世
を
滅
し
祀
を
絶
や
す
者
は
、
兵
を
窮
む
る
の
禍
な
り
」
と
あ
る
。
『
明
史
』
徐
達
伝
は
大
都
へ
の
侵
攻
に
先
ん
じ
て
、
洪
武
元
年
（
一
三
六
八
）
の
五
月
、
梁
に
達
し
た
朱
元
璋
に
徐
達
が
謁
見
し
た
時
、
朱
元
璋
は
順
帝
を
「
兵
を
窮
め
て
」
追
う
必
要
は
な
い
と
言
っ
た
、
と
す
る
。
咄
哉
非
難
を
表
す
。『
臨
済
録
』
示
衆
に
「
咄
哉
、
好
悪
を
識
ら
ず
」
と
あ
る
。
見
何
晩
見
は
見
識
。
晩
は
昏 く
らい
の
意
。
韻
の
た
め
用
い
た
。
不
死
一
句
徐
達
が
朱
元
璋
か
ら
賜
っ
た
膳
を
食
べ
て
死
ん
だ
こ
と
を
い
う
。
洪
武
一
七
年
（
一
三
八
五
）、
徐
達
が
背
に
で
き
も
の
を
病
む
と
、
朱
元
璋
は
名
医
を
集
め
て
遣
わ
し
た
が
、
徐
達
は
医
者
に
早
く
逃
げ
な
い
と
殺
さ
れ
る
と
告
げ
た
。
あ
る
日
朱
元
璋
か
ら
食
事
を
賜
り
、
徐
達
は
そ
れ
を
食
べ
て
死
ん
だ
。
朱
元
璋
は
医
者
に
追
手
を
差
し
向
け
た
が
、
彼
ら
は
す
で
に
逃
げ
去
り
、
捕
ら
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。『
明
書
』
巻
九
一
、
徐
禎
卿
『
翦
勝
野
聞
』
に
載
せ
る
。
趙
翼
『
廿
二
史
箚
記
』
巻
三
六
・
明
史
立
伝
多
存
大
礼
は
、
『
龍
興
慈
記
』
を
引
い
て
、
朱
元
璋
が
徐
達
に
で
き
も
の
に
悪
い
と
い
う
蒸
し
た
鵞
鳥
の
肉
を
差
し
入
れ
、
意
を
察
し
た
徐
達
は
泣
い
て
こ
れ
を
食
べ
た
、
と
す
る
が
、
こ
の
記
事
は
『
龍
興
慈
記
』
に
見
え
な
い
。
蓬
跣
道
哭
親
の
葬
儀
に
と
る
礼
。
蓬
は
ほ
ど
い
た
髪
。
『
礼
』
問
喪
に
「
親
始
め
て
死
せ
ば
、
斯
し
て
徒
跣
す
」
と
あ
る
。
斯
は
冠
を
は
ず
し
笄
だ
け
に
な
る
こ
と
。
徒
跣
は
は
だ
し
。
徐
達
が
死
ぬ
と
、
朱
元
璋
は
髪
を
ほ
ど
き
は
だ
し
に
な
り
、
紙
銭
を
担
い
で
慟
哭
し
、
屋
敷
に
向
か
っ
た
。
徐
達
の
夫
人
に
会
う
と
、
後
事
の
憂
い
の
な
い
こ
と
を
約
し
た
。
不
死
一
句
と
同
じ
く
、
『
明
書
』
巻
九
一
、
『
翦
勝
野
聞
』
に
見
え
る
。
旧
内
古
い
宮
殿
。
こ
こ
で
は
応
天
府
（
南
京
）
に
あ
っ
た
、
朱
元
璋
が
呉
王
を
名
乗
っ
て
い
た
時
の
宮
殿
の
こ
と
。
朱
元
璋
は
こ
れ
を
徐
達
に
与
え
よ
う
と
し
た
が
、
彼
は
固
辞
し
た
。
そ
こ
で
あ
る
時
、
こ
の
宮
殿
で
彼
を
泥
酔
さ
せ
、
運
ん
で
朱
元
璋
が
使
っ
て
い
た
寝
台
に
寝
か
せ
た
。
徐
達
は
酒
が
醒
め
て
起
き
る
と
、
驚
い
て
拝
礼
し
死
罪
を
乞
う
た
。『
明
史
』
巻
一
二
五
を
は
じ
め
と
し
て
諸
資
料
に
所
載
。
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大
都
が
亡
び
、
順
帝
は
逃
れ
た
。
大
将
軍
は
軍
を
返
す
命
令
を
下
し
た
。
か
れ
も
皇
帝
だ
っ
た
の
だ
か
ら
、
審
問
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
愛
猷
識
理
達
臘
ア
ユ
ル
＝
シ
リ
ダ
ラ
は
北
に
帰
り
逃
れ
、
買
的
里
八
刺
マ
イ
ダ
リ
パ
ラ
は
処
刑
を
免
れ
た
。
馮
勝
は
さ
き
に
納
哈
出
ナ
ハ
チ
ユを
降
ら
せ
、
藍
玉
は
そ
れ
か
ら
地
保
奴
を
と
り
こ
に
し
た
。
逃
げ
る
賊
を
追
わ
な
い
と
い
う
し
か
る
べ
き
や
り
か
た
が
あ
る
の
に
、
徹
底
し
て
追
い
詰
め
て
ど
う
し
よ
う
と
い
う
の
か
。
常
遇
春
よ
、
な
ん
と
見
識
の
低
い
こ
と
か
。
軍
を
捨
て
て
走
り
帰
り
、
徐
達
が
反
し
た
な
ど
と
訴
え
る
と
は
。
徐
達
は
反
し
て
な
ど
い
な
い
。
彼
は
医
者
の
薬
で
死
ん
だ
の
で
は
な
い
、
下
さ
れ
た
食
事
で
死
ん
だ
の
だ
。
髪
を
解
き
は
だ
し
に
な
っ
て
慟
哭
し
て
も
、
会
う
こ
と
な
ど
で
き
な
い
。
あ
あ
、
あ
わ
れ
な
こ
と
だ
、
旧
内
の
宮
殿
で
酒
が
醒
め
た
時
、
き
ざ
は
し
の
も
と
叩
頭
し
て
死
罪
を
乞
う
た
の
だ
、
夜
半
に
目
覚
め
て
。
（
川
浩
二
）
５
田
行
開
国
の
功
臣
・
劉
基
（
一
三
一
一
―
一
三
七
五
）
の
事
蹟
を
歌
う
。
字
は
伯
温
、
浙
江
青
田
の
人
。
文
成
と
諡
さ
れ
た
。
出
身
地
に
よ
っ
て
、
劉
青
田
と
も
呼
ば
れ
る
。
元
の
至
順
四
年
（
一
三
三
三
）
の
進
士
。
江
西
高
安
県
丞
・
江
浙
儒
学
副
提
挙
・
江
浙
行
省
都
事
な
ど
を
歴
任
し
、
江
左
の
諸
葛
亮
と
称
さ
れ
た
。
至
正
一
三
年
（
一
三
五
三
）、
朝
廷
の
方
国
珍
招
撫
政
策
に
反
対
し
、
紹
興
に
蟄
居
さ
せ
ら
れ
る
。
の
ち
数
年
の
間
、
浙
江
の
山
水
に
放
浪
し
詩
文
に
耽
っ
て
い
た
が
、
至
正
一
七
年
（
一
三
五
七
）、
行
枢
密
院
経
歴
に
任
ぜ
ら
れ
、
石
抹
宜
孫
と
共
に
浙
江
処
州
を
守
っ
た
。
以
来
、
詩
歌
を
善
く
し
た
彼
と
意
気
投
合
し
、
詩
文
の
応
酬
を
重
ね
た
が
、
そ
の
三
年
後
、
宜
孫
は
朱
元
璋
の
軍
に
敗
れ
、
処
州
で
戦
死
す
る
。
劉
基
も
ま
た
、
方
国
珍
に
左
袒
す
る
執
政
に
よ
っ
て
軍
功
を
無
視
さ
れ
た
た
め
、
至
正
一
八
年
（
一
三
五
八
）、
官
を
棄
て
て
郷
里
に
帰
っ
た
。
帰
郷
後
、
劉
基
は
そ
の
鬱
勃
た
る
志
を
『
郁
離
子
』
に
示
す
が
、
至
正
二
〇
年
（
一
三
六
〇
）、
宋
濂
ら
と
共
に
朱
元
璋
の
招
き
に
応
じ
て
、
そ
の
幕
下
に
身
を
投
じ
る
。
以
後
、
朱
元
璋
の
謀
臣
と
し
て
覇
業
を
助
け
、
諸
制
度
の
制
定
に
も
多
く
参
与
し
た
。
そ
の
功
績
に
よ
っ
て
誠
意
伯
に
封
ぜ
ら
れ
た
が
、
丞
相
の
人
選
を
め
ぐ
っ
て
胡
惟
庸
を
酷
評
し
た
尤
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た
め
、
彼
の
恨
み
を
買
い
、
の
ち
讒
言
に
あ
っ
て
憂
憤
の
う
ち
に
没
し
た
。
一
説
に
は
、
胡
惟
庸
が
派
遣
し
た
医
者
の
薬
を
飲
ん
で
毒
殺
さ
れ
た
と
も
い
う
。
劉
基
は
明
初
の
代
表
的
な
詩
文
家
で
あ
り
、
特
に
古
体
詩
に
す
ぐ
れ
る
。
ま
た
、
天
文
術
数
に
通
じ
、
預
言
者
と
し
て
の
逸
話
も
多
い
。
著
に
『
誠
意
伯
文
集
』
が
あ
る
。
伝
は
『
明
史
』
巻
一
二
八
。
［
尤
珍
注
］
基
嘗 か
つ
て
客
と
西
湖
に
飲
む
に
、
異
雲
の
西
北
よ
り
起
こ
る
有
り
、
大
言
し
て
曰
く
、
此
れ
天
子
の
気
也
、
応
に
金
陵
に
在
る
べ
し
、
十
年
の
後
王
者
の
興 お
こ
る
有
ら
ん
、
吾
当
に
之
を
輔 た
す
く
べ
し
と
、
衆
駭 お
ど
ろき
て
去
る
、
後
太
祖
に
帰
す
、
中
書
省
御
座
を
設
け
、
小
明
王
を
奉
ず
、
基
独
り
拝
せ
ず
し
て
曰
く
、
彼
は
牧
豎
ぼ
く
じ
ゆ
な
る
耳 の
み
、
之
を
奉
じ
て
何
を
か
為
さ
ん
、
当
に
大
明
と
号
し
て
以
て
之
を
圧
す
べ
し
と
、
基
嘗
て
石
抹
宜
孫
の
幕
を
佐 た
す
く
、
今
集
中
に
詩
有
り
、
謝
皐
羽
伝
の
後
に
題
す
は
、
殆 ほ
と
んど
宜
孫
の
為 た
めに
作
る
也
、
先
に
高
安
県
丞
為 た
り
し
と
き
、
老
人
祥
甫
授
く
る
に
天
文
術
数
を
以
て
す
、
其
の
卒
す
る
也 や
、
胡
惟
庸
の
毒
す
る
所
と
為
る
、
故
に
赤
松
子
に
従
い
て
遊
ぶ
こ
と
能
わ
ざ
る
を
惜
し
む
也
、
［
資
料
］
黄
伯
生
「
誠
意
伯
劉
公
行
状
」
（
以
下
「
行
状
」
と
略
す
）、
『
明
史
』
巻
一
二
八
・
劉
基
伝
、
『
明
史
紀
事
本
末
』
巻
二
・
平
定
東
南
、
同
巻
一
三
・
胡
藍
之
獄
、
明
李
贄
『
続
蔵
書
』
巻
二
・
劉
基
伝
、
明
元
錫
『
皇
明
書
』
巻
一
四
・
劉
基
伝
、
清
王
鴻
緒
『
明
史
稿
』
巻
一
二
三
・
劉
基
伝
、
清
銭
謙
益
『
列
朝
詩
集
小
伝
』
甲
集
・
劉
基
伝
、
福
本
雅
一
「
劉
基
詩
序
説
」
（
『
中
国
文
学
報
』
一
八
・
一
九
六
三
年
四
月
）、
林
家
驪
点
校
『
劉
基
集
』
（
浙
江
古
籍
出
版
社
・
一
九
九
九
年
一
二
月
）
金
陵
天
子
氣
如
龍
金
陵
天
子
気
龍
の
如
し
先
生
笑
飮
西
湖
中
先
生
笑
い
て
飲
む
西
湖
の
中
小
明
豎
子
何
足

小
明
は
豎 じ
ゆ子 し
何
ぞ
道 い
う
に
足
ら
ん
大
明
一
出
空
群
雄
大
明
一 ひ
とた
び
出
で
て
群
雄
を
空 む
なし
く
す
雖
云
天
授
非
人
力
天
授
に
し
て
人
力
に
非
ず
と
云
う
と
雖
も
佐
命
允
推
元
臣
功
佐
命
允 まこ
とに
推
す
元
臣
の
功
惜
哉
入
宜
孫

惜
し
い
哉
誤
っ
て
入
る
宜
孫
の
幕
不
如
膝
吟
中
如
か
ず
膝
を
抱
き
て
中
に
吟
ぜ
ん
に
は
賦
詩
爲
弔
謝
皐

詩
を
賦
し
為 た
めに
弔
う
謝
皐
羽
西
臺
慟
哭
生
悲
風
西
台
に
慟
哭
す
れ
ば
悲
風
生
ず
郁
離
子
犂
眉
公
郁
離
子
犂
眉
公
文
	號
留
侯
同
文
成
の
号
留
侯
に
同
じ
」
高
安
授
書

上
比
高
安
に
て
書
を
授
か
る
は
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ら
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一
杯
竟
爲
臣
死
一
杯
竟
に
奸
臣
の
為
に
死
す
田
洞
府
石
門
深
青
田
の
洞
府
石
門
深
し
不
信
中
無
赤
松
子
信 は
から
ざ
り
き
中 う
ちに
赤
松
子
無
し
と
は
」
金
陵
二
句
劉
基
は
西
湖
に
遊
ん
だ
折
、
西
北
か
ら
立
ち
の
ぼ
る
「
異
雲
」
を
望
み
、
「
此
れ
天
子
の
気
也
、
応
に
金
陵
に
在
る
べ
し
、
十
年
の
後
王
者
の
其
の
下
よ
り
起
こ
る
有
ら
ん
、
我
当
に
之
を
輔 た
すく
べ
し
」
と
言
っ
て
、
朱
元
璋
の
抬
頭
を
預
言
し
た
（
「
行
状
」
）。
他
に
、
『
明
史
紀
事
本
末
』
巻
二
・
『
続
蔵
書
』
巻
二
・
『
明
史
稿
』
巻
一
二
三
な
ど
に
同
様
の
記
事
が
見
え
る
。
な
お
、
漢
の
高
祖
に
も
類
似
の
逸
話
が
あ
る
。
秦
の
始
皇
帝
が
「
東
南
に
天
子
の
気
有
り
」
と
言
っ
て
こ
れ
を
嫌
っ
た
の
で
、
高
祖
は
山
沢
に
身
を
隠
し
た
が
、
い
つ
も
呂
后
に
見
つ
け
出
さ
れ
た
。
高
祖
が
不
思
議
に
思
っ
て
わ
け
を
尋
ね
る
と
、
呂
后
は
「
季
（
高
祖
の
字
）
の
居
る
所
の
上
、
常
に
雲
気
有
り
、
故
に
従
っ
て
往
き
て
常
に
季
を
得
た
り
」
と
答
え
た
。
高
祖
は
、
心
中
ひ
そ
か
に
喜
ん
だ
と
い
う
（『
史
記
』
巻
八
・
高
祖
本
紀
）。
先
生
こ
こ
で
は
劉
基
を
い
う
。
小
明
小
明
王
韓
林
児
（
？
―
一
三
六
六
）
を
い
う
。
河
北
欒
城
の
人
。
韓
山
童
の
遺
児
。
至
正
一
五
年
（
一
三
五
五
）
二
月
、
紅
巾
軍
の
劉
福
通
は
、
亡
命
中
の
韓
林
児
を
安
徽
亳
州
に
迎
え
て
皇
帝
に
擁
立
し
、
「
小
明
王
」
と
呼
び
、
国
号
を
宋
、
年
号
を
竜
鳳
と
定
め
た
。
白
蓮
教
の
信
者
で
あ
っ
た
朱
元
璋
は
、
弥
勒
の
化
身
と
さ
れ
る
韓
林
児
を
遥
拝
し
、
臣
礼
を
と
っ
た
と
い
う
。
の
ち
劉
福
通
が
張
士
誠
の
武
将
呂
珍
に
殺
さ
れ
る
と
、
韓
林
児
は
朱
元
璋
に
助
け
を
求
め
、
安
徽

州
に
保
護
さ
れ
た
。
至
正
二
六
年
（
一
三
六
六
）、
朱
元
璋
は
廖
永
忠
に
命
じ
て
彼
を
応
天
府
（
の
ち
の
南
京
）
に
迎
え
さ
せ
た
が
、
途
中
で
船
が
転
覆
し
て
水
死
し
た
。
一
説
に
は
、
朱
元
璋
に
よ
る
暗
殺
だ
と
も
言
わ
れ
る
。
伝
は
『
明
史
』
巻
一
二
二
・
韓
林
児
伝
。
豎
子
小
童
こ
わ
っ
ぱ
。
小
僧
。
こ
こ
で
は
、
韓
林
児
を
い
う
。
至
正
二
一
年
（
一
三
六
一
）
正
月
、
朱
元
璋
は
中
書
省
に
御
座
を
設
け
て
韓
林
児
を
奉
じ
よ
う
と
し
た
が
、
劉
基
は
怒
っ
て
「
彼
は
牧
豎
（
牛
飼
い
の
小
童
）
な
る
耳 の
み
、
之
を
奉
じ
て
何
を
か
為
さ
ん
」
と
言
い
、
天
命
の
所
在
を
述
べ
た
と
い
う
（「
行
状
」・『
明
史
』
巻
一
二
八
・『
明
史
紀
事
本
末
』
巻
二
・『
続
蔵
書
』
巻
二
・『
明
史
稿
』
巻
一
二
三
）。
大
明
一
三
六
八
年
正
月
、
朱
元
璋
は
応
天
府
（
の
ち
の
南
京
）
で
即
位
し
、
国
号
を
大
明
、
年
号
を
洪
武
と
定
め
た
。
「
大
明
」
の
由
来
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
呉
「
明
教
与
大
明
帝
国
」
（
初
出
『
清
華
学
報
』
第
一
三
巻
・
一
九
四
一
年
四
月
）
に
よ
れ
ば
、
白
蓮
教
の
経
典
「
大
小
明
王
出
世
経
」
に
基
づ
き
、
韓
林
児
が
「
小
明
王
」
と
号
し
た
の
を
継
い
だ
も
の
で
あ
る
。
尤
『
擬
明
史
楽
府
』
訳
注
（
一
）（
福
本
・
尤
研
究
会
）
261
群
雄
元
末
乱
世
に
割
拠
し
た
群
雄
を
い
う
。
天
授
非
人
力
朱
元
璋
が
金
華
を
下
し
、
括
蒼
を
平
定
し
た
際
、
劉
基
は
天
象
を
指
し
て
、「
此
れ
天
授
に
し
て
人
力
に
非
ざ
る
也
」
と
言
っ
た
（
『
明
史
紀
事
本
末
』
巻
二
）。
も
ち
ろ
ん
、
韓
信
が
漢
の
高
祖
に
、
「
陛
下
は
所
謂
天
授
に
し
て
人
力
に
非
ざ
る
也
」
と
言
っ
た
故
事
（『
史
記
』
巻
九
二
・
淮
陰
侯
列
伝
）
を
背
景
に
意
識
す
る
。
佐
命
天
命
を
受
け
た
天
子
を
輔
佐
す
る
こ
と
。
『
明
史
』
巻
一
二
八
の
賛
に
は
、
劉
基
と
宋
濂
を
「
卓
な
る
哉
佐
命
の
臣
也
」
と
称
す
る
。
元
臣
元
勲
。
こ
こ
で
は
、
開
国
の
功
臣
と
し
て
の
劉
基
を
い
う
。
宜
孫
元
の
将
軍
・
石
抹
宜
孫
（
？
―
一
三
六
〇
）
を
い
う
。
字
は
申
之
。
石
抹
継
祖
の
子
。
石
末
は
も
と
遼
・
金
の
姓
。
父
の
職
を
継
い
で
沿
海
上
副
万
戸
と
な
り
、
処
州
を
守
備
し
た
が
、
の
ち
台
州
に
隠
居
し
た
。
方
国
珍
の
乱
を
契
機
に
、
温
州
・
処
州
・
台
州
な
ど
の
守
備
に
あ
た
っ
て
軍
功
を
あ
げ
、
至
正
一
七
年
（
一
三
五
七
）、
行
枢
密
院
判
官
に
任
ぜ
ら
れ
、
処
州
を
総
督
し
た
。
そ
の
後
も
反
元
勢
力
の
鎮
圧
に
尽
力
し
た
が
、
朱
元
璋
の
軍
に
敗
れ
、
至
正
二
〇
年
（
一
三
六
〇
）
に
処
州
で
戦
死
し
た
。
伝
は
『
元
史
』
巻
一
八
八
・
石
抹
宜
孫
伝
。
ま
た
、
劉
基
の
手
に
な
る
「
処
州
分
元
帥
府
同
知
副
都
元
帥
石
末
公
徳
政
碑
頌
」
が
あ
る
。
抱
膝
吟
中
三
国
蜀
の
諸
葛
亮
が
世
に
出
る
前
、
南
陽
の
中
（
湖
北
襄
陽
）
に
隠
居
し
、
膝
を
抱
え
て
坐
し
て
は
「
梁
父
吟
」
を
口
ず
さ
ん
で
い
た
と
い
う
故
事
（
『
三
国
志
』
巻
三
五
・
蜀
志
・
諸
葛
亮
伝
お
よ
び
裴
松
之
注
）。
ま
た
、
『
明
史
』
巻
一
二
八
に
、
西
蜀
の
趙
天
沢
な
る
人
物
が
劉
基
を
評
し
て
「
諸
葛
孔
明
の
儔 とも
が
ら
」
と
い
っ
た
記
事
が
見
え
る
。
本
句
は
、
劉
基
が
江
左
の
諸
葛
亮
と
称
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
ふ
ま
え
る
。
謝
皐
羽
南
宋
の
遺
民
・
謝
（
一
二
四
九
―
一
二
九
五
）
を
い
う
。
字
は
皐
羽
、
号
は
晞
髪
子
。
福
建
長
溪
の
人
。
元
軍
が
南
下
し
、
文
天
祥
が
福
建
で
義
兵
を
挙
げ
る
と
、
私
財
を
投
じ
兵
を
募
っ
て
応
じ
、
諮
議
参
軍
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
南
宋
滅
亡
後
は
、
民
間
に
か
く
れ
て
山
水
に
遊
び
、
杭
州
で
没
し
た
。
著
に
『
晞
髪
集
』
が
あ
る
。
伝
は
『
新
元
史
』
巻
二
四
一
。
尤
珍
注
に
言
う
ご
と
く
、
劉
基
に
歌
行
「
題
謝
羽
伝
後
」
が
存
す
る
。
元
へ
の
忠
節
を
貫
い
て
戦
死
し
た
石
抹
宜
孫
を
、
謝
に
擬
え
て
悼
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
西
台
慟
哭
謝
の
「
登
西
台
慟
哭
記
」
を
い
う
。
謝
は
、
文
天
祥
が
大
都
で
処
刑
さ
れ
た
と
聞
く
と
、
西
台
に
登
っ
て
そ
の
霊
を
祭
り
、
慟
哭
し
て
こ
の
一
文
を
作
っ
た
。
な
お
、
西
台
は
、
浙
江
桐
廬
の
富
春
江
の
ほ
と
り
に
あ
り
、
漢
の
厳
子
陵
ゆ
か
り
の
釣
台
で
あ
る
。
郁
離
子
劉
基
の
号
。
ま
た
、
寓
言
体
の
散
文
集
『
郁
離
子
』
が
あ
る
。
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
一
集
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犂
眉
公
劉
基
晩
年
の
号
。
ま
た
、
明
に
出
仕
し
て
か
ら
の
晩
年
の
作
品
を
収
め
た
詩
文
集
に
『
犂
眉
公
集
』
が
あ
る
。
そ
れ
ま
で
の
作
品
と
は
風
格
を
異
に
し
、
悲
哀
に
満
ち
て
い
る
と
言
わ
れ
る
。
文
成
劉
基
の
諡
。
留
侯
漢
の
張
良
（
？
―
前
一
八
九
）
を
い
う
。
字
は
子
房
、
諡
は
文
成
。
軍
略
に
秀
で
、
劉
邦
に
従
っ
て
建
国
の
大
業
を
輔
佐
し
、
留
侯
に
封
ぜ
ら
れ
た
。
漢
の
高
祖
三
傑
の
一
。
伝
は
『
史
記
』
巻
五
五
・
留
侯
世
家
。
諡
の
文
成
を
は
じ
め
、
劉
基
と
の
共
通
点
も
少
な
く
な
い
。
太
祖
は
劉
基
を
名
で
呼
ば
ず
に
「
老
先
生
」
と
呼
び
、
「
吾
が
子
房
也
」
と
言
っ
て
、
そ
の
説
を
傾
聴
し
た
と
い
う
（
「
行
状
」
・
『
明
史
』
巻
一
二
八
・
『
続
蔵
書
』
巻
二
・
『
明
史
稿
』
巻
一
二
三
な
ど
）。
本
詩
は
、
以
下
、
劉
基
の
事
蹟
を
張
良
に
擬
え
た
展
開
を
見
せ
る
。
高
安
授
書
劉
基
は
高
安
県
丞
で
あ
っ
た
と
き
、
象
緯
の
学
に
精
し
い
祥
甫
な
る
老
人
に
、
そ
の
学
を
伝
授
さ
れ
た
（
『
明
史
稿
』
巻
一
二
三
）。
ま
た
、
そ
の
と
き
授
け
ら
れ
た
の
は
「
天
文
兵
法
」
で
あ
る
と
も
い
う
（『
皇
明
書
』
巻
一
四
・『
明
名
臣
言
行
録
』
巻
三
）。
上
張
良
が
始
皇
帝
暗
殺
に
失
敗
し
て
下
に
か
く
れ
て
い
た
時
、
上
に
て
黄
石
公
な
る
老
人
か
ら
『
太
公
兵
法
』
の
書
を
授
か
っ
た
と
い
う
故
事
（
『
史
記
』
巻
五
五
・
留
侯
世
家
）。
前
注
の
劉
基
の
逸
話
と
酷
似
す
る
ゆ
え
、
擬
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
劉
基
と
張
良
は
、
傑
出
し
た
軍
略
家
と
し
て
も
共
通
し
て
い
る
。
奸
臣
胡
惟
庸
（
？
―
一
三
八
〇
）
を
い
う
。
安
徽
定
遠
の
人
。
洪
武
三
年
（
一
三
七
〇
）、
中
書
省
参
知
政
事
を
拝
命
、
同
六
年
に
は
右
丞
相
に
昇
り
、
つ
い
で
左
丞
相
に
昇
進
し
た
。
太
祖
の
寵
遇
を
恃
ん
で
中
書
省
を
壟
断
し
、
彼
を
批
判
す
る
者
を
次
々
と
失
脚
さ
せ
た
が
、
洪
武
一
三
年
、
謀
反
を
企
ん
で
発
覚
し
、
誅
殺
さ
れ
た
。
連
坐
し
た
者
は
一
万
五
千
人
の
多
き
に
及
ん
だ
と
い
う
。
所
謂
「
胡
惟
庸
の
獄
」
（
８
「
胡
藍
獄
」
参
照
）
で
あ
る
。
伝
は
『
明
史
』
巻
三
〇
八
・
奸
臣
・
胡
惟
庸
伝
。
洪
武
二
年
（
一
三
六
九
）
十
月
、
丞
相
の
人
選
に
つ
い
て
太
祖
に
問
わ
れ
た
劉
基
は
、
胡
惟
庸
の
こ
と
を
「
小
犢
な
る
耳 の
み、
将
に
轅
を

く
つ
が
えし
犁
を
破
ら
ん
と
す
」
と
酷
評
し
た
た
め
、
彼
の
恨
み
を
買
っ
た
（
『
明
史
紀
事
本
末
』
巻
一
三
）。
の
ち
胡
惟
庸
の
派
遣
し
た
医
者
の
薬
を
飲
ん
で
重
病
に
陥
り
、
ま
も
な
く
没
し
た
こ
と
は
、
「
行
状
」
・
『
明
史
紀
事
本
末
』
巻
一
三
・
『
続
蔵
書
』
巻
二
・
『
明
史
稿
』
巻
一
二
三
・
『
列
朝
詩
集
小
伝
』
甲
集
な
ど
の
諸
書
に
見
え
る
が
、
実
は
そ
れ
が
毒
殺
で
あ
っ
た
と
い
う
証
言
が
あ
る
。
『
明
史
』
巻
一
二
八
に
、
「
基
京
に
在
り
て
病
み
し
時
、
惟
庸
医
を
以
て
来
た
る
、
其
の
薬
を
飲
む
に
、
物
有
り
腹
中
に
積
も
る
こ
と
拳
石
の
如
し
、
其
の
後
、
中
丞
節
惟
庸
の
逆
謀
を
首 も
う
す
、
并
せ
て
其
の
基
を
毒
し
て
死
に
致
ら
し
む
と
謂
う
と
云
う
」
と
あ
る
。
本
句
は
、
毒
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殺
説
の
立
場
か
ら
歌
わ
れ
て
い
る
。
青
田
劉
基
の
出
身
地
で
あ
る
浙
江
青
田
を
い
う
。
洞
府
神
仙
の
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
。
洞
天
。
こ
こ
で
は
、
後
注
に
述
べ
る
石
門
洞
を
い
う
。
石
門
浙
江
青
田
の
西
七
〇
里
に
あ
る
石
門
山
を
い
う
。
山
麓
に
は
石
門
洞
と
呼
ば
れ
る
洞
天
が
あ
り
、
劉
基
が
若
い
こ
ろ
読
書
研
鑚
に
励
ん
だ
所
と
伝
え
ら
れ
る
。
関
連
の
伝
説
も
多
く
、
劉
基
が
こ
こ
で
道
士
か
ら
奇
書
を
授
か
っ
た
と
い
う
逸
話
は
有
名
で
あ
り
（『
玉
堂
叢
語
』
巻
八
・
志
異
）、
張
良
が
黄
石
公
か
ら
兵
書
を
授
か
っ
た
伝
説
を
連
想
さ
せ
る
。
『
読
史
方
輿
紀
要
』
巻
九
四
・
浙
江
・
処
州
府
・
青
田
県
に
、
「
石
門
山
、
県
西
七
十
里
、
両
峰
は
壁
立
へ
き
り
ゆ
うし
、
相
い
対
す
る
こ
と
門
の
如
し
、
石
洞
は
幽
深
、
飛
瀑
濆
瀉
す
、
上
に
軒
轅
邱
有
り
」
と
い
い
、
道
家
の
い
う
七
十
二
福
地
の
中
の
第
三
十
洞
天
を
指
す
。
不
信
「
不
料
」
に
同
じ
。
は
か
ら
ず
も
。『
唐
宋
詩
詞
常
用
語
詞
典
』
（
廬
潤
編
著
・
湖
南
出
版
社
・
一
九
九
一
年
一
月
）
「
不
信
」
の
項
に
「
不
料
」
と
あ
り
、
謝
枋
得
「
蚕
婦
吟
」
の
「
信 は
か
ら
ず
楼
頭
楊
柳
の
月
、
玉
人
歌
舞
し
未
だ
曽
て
帰
ら
ざ
る
を
」
を
引
く
。
赤
松
子
古
代
の
仙
人
。
神
農
の
時
の
雨
師
で
、
の
ち
、
崑
崙
山
に
入
っ
て
仙
人
に
な
っ
た
と
い
う
。
張
良
が
功
成
っ
て
後
、
「
願
わ
く
は
人
間
の
事
を
捨
て
、
赤
松
子
に
従
っ
て
遊
ば
ん
」
と
言
っ
た
故
事
（
『
史
記
』
巻
五
五
・
留
侯
世
家
）
を
ふ
ま
え
る
。
劉
基
は
張
良
と
類
似
の
背
景
を
も
ち
な
が
ら
、
最
期
は
そ
の
明
哲
保
身
に
及
ば
な
か
っ
た
と
言
う
。
金
陵
よ
り
起
こ
る
天
子
の
気
は
龍
の
よ
う
、
劉
基
先
生
は
西
湖
に
遊
び
、
笑
っ
て
飲
ん
で
は
こ
う
言
っ
た
。
小
明
王
は
牛
飼
い
の
小
童
こ
わ
っ
ぱ、
問
題
に
す
る
に
は
あ
た
ら
な
い
、
大
明
皇
帝
が
ひ
と
た
び
出
て
、
群
雄
は
む
な
し
く
消
え
去
っ
た
。
朱
元
璋
は
天
授
で
あ
り
人
力
で
は
な
い
と
言
っ
て
も
、
劉
基
の
輔
佐
は
、
ま
こ
と
に
元
勲
の
功
績
と
し
て
推
す
べ
き
も
の
だ
。
惜
し
い
こ
と
だ
、
誤
っ
て
石
抹
宜
孫
の
幕
下
に
入
っ
た
の
は
、
膝
を
抱
え
て
中
で
吟
じ
て
い
た
方
が
よ
か
っ
た
の
に
。
詩
を
賦
し
て
は
、
謝
皐
羽
の
死
を
弔
い
悼
み
、
西
台
に
慟
哭
す
れ
ば
、
悲
し
い
風
が
吹
く
。
郁
離
子
犂
眉
公
、
文
成
の
諡
号
は
、
か
の
留
侯
と
同
じ
。
高
安
県
で
書
物
を
授
か
っ
た
の
は
、
上
の
書
さ
な
が
ら
で
あ
っ
た
が
、
一
杯
の
毒
薬
で
、
つ
い
に
は
奸
臣
・
胡
惟
庸
に
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
青
田
の
洞
天
は
、
石
門
山
の
奥
深
く
に
あ
る
が
、
は
か
ら
ず
も
、
そ
こ
に
赤
松
子
は
い
な
か
っ
た
。
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（
児
島
弘
一
郎
）
６
醉
學
士
開
国
の
文
臣
・
宋
濂
（
一
三
一
〇
―
一
三
八
一
）
の
事
蹟
を
歌
う
。
字
は
景
濂
、
浙
江
浦
江
の
人
。
潜
溪
と
号
し
た
。
元
の
至
正
九
年
（
一
三
四
九
）、
翰
林
院
編
修
を
授
け
ら
れ
る
が
、
固
辞
し
て
就
か
ず
、
龍
門
山
に
入
っ
て
著
述
に
耽
っ
た
。
そ
の
後
、
一
〇
年
余
り
し
て
、
劉
基
・
章
溢
・
葉
ら
と
共
に
太
祖
に
召
さ
れ
て
応
天
府
（
の
ち
の
南
京
）
に
至
り
、
江
南
儒
学
提
挙
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
ま
た
同
時
に
、
皇
太
子
の
師
と
し
て
教
育
に
当
っ
た
。
洪
武
二
年
（
一
三
六
九
）、
『
元
史
』
の
総
裁
官
に
任
ぜ
ら
れ
、
完
成
後
、
翰
林
学
士
に
昇
進
。
以
後
、
国
子
司
業
・
礼
部
主
事
・
賛
善
大
夫
・
侍
講
学
士
な
ど
を
歴
任
し
、
洪
武
九
年
（
一
三
七
六
）
に
は
学
士
承
旨
と
な
っ
た
が
、
翌
年
、
六
八
歳
で
致
仕
し
た
。
晩
年
は
、
故
郷
の
青
蘿
山
に
こ
も
っ
て
著
述
を
事
と
し
て
い
た
が
、
洪
武
一
三
年
（
一
三
八
〇
）、
孫
の
慎
が
胡
惟
庸
の
獄
（
５
「
田
行
」
の
「
奸
臣
」
注
参
照
）
に
連
坐
し
た
た
め
、
四
川
茂
州
に
流
さ
れ
た
。
宋
濂
も
死
罪
に
処
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
皇
后
・
皇
太
子
の
助
命
に
よ
っ
て
辛
く
も
免
れ
た
と
い
う
。
そ
の
翌
年
、
途
中
の
州
で
没
し
た
。
一
説
に
自
縊
し
た
と
も
言
わ
れ
る
。
の
ち
正
徳
年
間
に
至
っ
て
、
文
憲
と
諡
さ
れ
た
。
著
に
『
宋
学
士
全
集
』
が
あ
る
。
伝
は
『
明
史
』
巻
一
二
八
。
宋
濂
は
、
金
華
学
派
の
大
儒
で
あ
り
、
明
初
の
代
表
的
な
文
章
家
と
し
て
名
高
い
。
劉
基
が
主
に
謀
臣
と
し
て
軍
中
に
仕
え
た
の
に
対
し
、
宋
濂
は
文
臣
と
し
て
太
祖
の
厚
い
信
任
を
得
た
。
開
国
の
文
臣
の
筆
頭
に
挙
げ
ら
れ
る
所
以
で
あ
る
。
詩
題
の
「
酔
学
士
」
は
、
次
の
逸
話
を
ふ
ま
え
る
。
洪
武
八
年
（
一
三
七
五
）
八
月
、
東
皇
閣
に
て
酒
宴
が
催
さ
れ
た
際
、
太
祖
が
下
戸
の
宋
濂
に
酒
を
強
い
た
と
こ
ろ
、
三
杯
飲
ん
だ
だ
け
で
顔
を
真
っ
赤
に
し
、
歩
行
も
ま
ま
な
ら
な
く
な
っ
た
。
太
祖
は
笑
っ
て
宋
濂
の
た
め
に
「
楚
辞
」
一
章
を
賦
し
、
さ
ら
に
侍
臣
た
ち
に
命
じ
て
「
酔
学
士
歌
」
を
作
ら
せ
、「
後
世
を
し
て
君
臣
同 と
もに
楽
し
む
こ
と
此 か
く
の
若 ご
とき
を
知
ら
俾 し
む
る
な
り
」
と
言
っ
た
と
い
う
。
太
祖
の
宋
濂
に
対
す
る
寵
遇
ぶ
り
を
示
す
嘉
話
と
し
て
伝
わ
る
が
、
そ
の
厚
遇
も
長
く
は
続
か
な
か
っ
た
。
劉
基
が
胡
惟
庸
に
陥
れ
ら
れ
て
憂
憤
の
う
ち
に
没
し
た
の
ち
、
宋
濂
も
胡
惟
庸
の
獄
に
巻
き
込
ま
れ
て
非
業
の
死
を
遂
げ
る
こ
と
と
な
る
。
太
祖
の
文
人
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
と
猜
疑
心
の
強
さ
は
夙
に
有
名
で
あ
る
が
、
宋
濂
は
そ
の
犠
牲
者
の
一
人
と
言
え
よ
う
。
本
詩
は
、
あ
ら
ぬ
疑
い
を
か
け
ら
れ
て
自
殺
し
た
宋
濂
を
哀
れ
む
と
同
時
に
、
太
祖
の
猜
疑
心
を
揶
揄
す
る
。
［
尤
珍
注
］
帝
嘗
て
宋
濂
を
召
し
て
飮
む
、
濂
は
量
窄 せ
ま
く
、
強 し
い
て
三
爵
に
至
尤
『
擬
明
史
楽
府
』
訳
注
（
一
）（
福
本
・
尤
研
究
会
）
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れ
ば
、
面
赭 し
やの
如
く
し
て
、
行
く
も
歩
を
成
さ
ず
、
上 しよ
う
歓
笑
し
て
、
侍
臣
を
し
て
酔
学
士
の
歌
を
作
ら
し
め
、
厩
馬
を
以
て
送
還
せ
令 し
む
、
既
に
し
て
告
帰
す
る
に
、
賜
う
に
文
綺
を
以
て
し
て
曰
く
、
此
れ
を
藏
し
て
百
歳
の
衣
を
作
れ
と
、
歳
に
一 ひ
とた
び
朝
せ
ん
こ
と
を
約
す
、
既
に
行
く
に
、
其
の
子
に
語 つ
げ
て
曰
く
、
朕
昨
夜
夢
に
爾 なん
じが
父
を
見
、
談
笑
す
る
こ
と
常
時
の
如
し
と
、
至
る
毎 ご
とに
内
廷
に
遊
宴
し
、
流
連
す
る
こ
と
浹 しよ
う
旬 じゆ
んな
り
、
一
日
与 と
もに
文
楼
に
登
る
に
躓 つま
づけ
り
、
上
曰
く
、
先
生
老
い
た
り
、
明
年
来
る
こ
と
勿 な
か
る
可
し
と
、
濂
拝
謝
す
、
明
年
に
至
り
、
上
前
語
を
忘
れ
て
曰
く
、
宋
先
生
来
ら
ず
、
其
れ
疾
有
る
乎 か
と
、
人
を
し
て
之
を
覘 うか
がわ
使
む
る
に
、
方 ま
さに
会
飮
し
て
詩
を
賦
す
、
上
怒
り
て
、
家
に
即 つ
い
て
之
を
斬
れ
と
命
ず
、
皇
后
・
太
子
の
力
救
せ
る
を
以
て
、
馳
せ
て
焉 こ
れを
赦
す
、
何 いく
ばく
も
亡 な
く
し
て
、
其
の
孫
慎
胡
党
を
以
て
連
坐
し
、
復
た
濂
を
逮 と
らえ
、
将
に
之
を
殺
さ
ん
と
す
、
又
た
后
の
諌
む
る
を
以
て
免
れ
、
茂
州
に
謫
せ
ら
れ
安
置
せ
ら
る
、
行
き
て
州
に
至
り
、
自
経
し
て
死
す
、
［
資
料
］
鄭
楷
「
潜
溪
先
生
宋
公
行
状
」
（
以
下
「
行
状
」
と
略
す
）、
『
明
史
』
巻
一
二
八
・
宋
濂
伝
、
『
明
史
紀
事
本
末
』
巻
二
・
平
定
東
南
、
同
巻
一
三
・
胡
藍
之
獄
、
明
黄
瑜
『
双
槐
歳
鈔
』
巻
一
、
明
王
『
震
沢
紀
聞
』
巻
上
・
宋
濂
、
明
焦
『
玉
堂
叢
語
』
巻
三
・
寵
遇
、
明
李
贄
『
続
蔵
書
』
巻
二
・
宋
濂
伝
、
明
何
喬
遠
『
名
山
蔵
』
巻
五
九
・
臣
林
記
・
宋
濂
伝
、
清
王
鴻
緒
『
明
史
稿
』
巻
一
二
三
・
宋
濂
伝
、
清
傅
維
麟
『
明
書
』
巻
一
四
四
・
宋
濂
伝
、
清
趙
翼
『
廿
二
史
箚
記
』
巻
三
二
・
胡
藍
之
獄
、
近
人
陳
田
『
明
詩
紀
事
』
甲
籤
巻
四
、
福
本
雅
一
「
明
朝
書
人
傳
（
一
）
―
宋
濂
・
附
宋
―
」
（
『
書
論
』
九
・
一
九
七
六
年
一
一
月
）、
羅
月
霞
主
編
『
宋
濂
全
集
』
全
四
冊
（
浙
江
古
籍
出
版
社
・
一
九
九
九
年
一
二
月
）、
川
越
泰
博
著
『
明
代
中
国
の
疑
獄
事
件
―
藍
玉
の
獄
と
連
座
の
人
々
』
（
風
響
社
・
二
〇
〇
二
年
二
月
）
天
子
勸
酒
群
臣
歌
天
子
酒
を
勧
め
て
群
臣
歌
い
殿
中
學
士
朱
顏

殿
中
学
士
朱
顔

あ
から
む
惜
哉
臣
不
杯
杓
惜
し
い
哉
臣
杯
杓
に
勝 た
え
ず
李
白
一
斗
豈
足
多
李
白
は
一
斗
豈
に
多
し
と
す
る
に
足
ら
ん
や
上
言
但
醉
無
	


上 しよ
うは
言
う
但
だ
酔
え
苦
し
む
所
無
し
廐
良
馬
爲
爾
駄
内
厩
の
良
馬
爾 なん
じが
為 た
めに
駄 の
せ
し
め
ん
と
更
賜
方
一
端
綺
更
に
賜
う
尚
方
一
端
の
綺
百
之
衣
婆
娑
百
歳
の
衣
著 き
る
こ
と
婆
娑
た
り
」
一
一
自
今
始
一
歳
一
朝
今
自 よ
り
始
ま
れ
り
中
談
笑
天
顏
喜
夢
中
に
談
笑
し
て
天
顔
喜
ぶ
中
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宮
觀
盤
旋
宴
幾

宮
観
に
盤
旋
し
て
宴
は
幾 い
くた
び
か
巡
る
只
君
恩
長
此
只
だ
道 い
う
君
恩
長 とこ
しえ
に
此 か
く
の
若 ご
とし
と
誰
知
罪
積
丘
山
誰
か
知
ら
ん
微
罪
丘
山
を
積
み
杯
酒
未
加
盤
水
杯
酒
未
だ
寒 さ
め
ず
し
て
盤
水
を
加
う
る
を
一
去
蘿
竟
不
歸
一 ひ
とた
び
青
蘿
を
去
り
て
竟
に
帰
ら
ず
州
安
置
	州
死
茂
州
に
安
置
せ
ら
れ
て
	州
に
死
す
」
嗚
呼
學
士

文
人
嗚
呼
学
士
尚
お
文
人
な
る
に
何
況
戈
馬
稱
將
軍
何
ぞ
況
ん
や
戈
を
横
た
え
馬
を
躍
ら
せ
将
軍
と
称
せ
る
は
」
群
臣
歌
群
臣
た
ち
が
歌
う
。
こ
こ
で
は
、
太
祖
の
命
に
応
じ
、
群
臣
た
ち
が
「
酔
学
士
歌
」
を
賦
し
た
こ
と
を
い
う
。
解
題
参
照
。
有
名
な
こ
の
逸
話
は
、「
行
状
」・『
明
史
』
巻
一
二
八
・『
続
蔵
書
』
巻
二
・
『
名
山
蔵
』
巻
五
九
・
『
玉
堂
叢
語
』
巻
三
・
『
明
書
』
巻
一
四
四
な
ど
の
諸
書
に
見
ら
れ
る
が
、
黄
瑜
『
双
槐
歳
鈔
』
巻
一
の
記
述
が
最
も
詳
密
で
あ
る
。
黄
瑜
は
、
太
祖
御
製
の
「
楚
辞
」
一
章
（
『
楚
辞
』
風
の
詩
）
を
引
く
ほ
か
、
「
酔
学
士
歌
」
を
賦
し
た
侍
臣
た
ち
の
名
を
載
せ
、
「
上 しょ
う
更
に
侍
臣
に
勅
し
て
応
制
せ
し
む
、
酔
学
士
歌
を
賦
す
る
者
四
人
、
考
功
監
丞
華
克
勤
・
給
事
中
宋
善
・
方
徴
・
彭
通
、
聞
き
て
続
き
賦
せ
る
者
五
人
、
秦
府
長
史
林
温
・
太
子
正
字
桂
彦
良
・
翰
林
編
修
王
・
張
唯
・
典
籍
孫
」
と
い
う
。
ま
た
、
陳
田
『
明
詩
紀
事
』
甲
籤
巻
四
に
は
、
張
唯
・
華
克
勤
・
宋
善
・
林
温
・
桂
彦
良
・
王
・
方
徴
の
作
を
引
き
、
彭
通
・
孫
の
作
に
つ
い
て
は
待
考
と
す
る
。
学
士
こ
こ
で
は
宋
濂
を
い
う
。
そ
の
官
歴
に
つ
い
て
は
解
題
参
照
。
朱
顔

酒
を
飮
ん
で
顔
が
赤
く
な
る
こ
と
。
は
赤
ら
む
。『
楚
辞
』
招
魂
に
「
美
人
既
に
酔
い
、
朱
顔

あ
から
む
」
と
あ
る
。
不
勝
杯
杓
こ
れ
以
上
は
飲
め
な
い
と
い
う
こ
と
。
『
史
記
』
巻
七
・
項
羽
本
紀
に
「
沛
公
杯
杓
に
勝
た
え
ず
」
と
あ
る
。
前
掲
『
双
槐
歳
鈔
』
巻
一
に
よ
れ
ば
、
太
祖
に
酒
を
勧
め
ら
れ
た
宋
濂
は
「
臣
年
衰
邁
す
、
恐
ら
く
は
杯
杓
に
勝
え
ざ
ら
ん
」
と
言
っ
て
再
三
辞
し
た
と
い
う
。
李
白
一
斗
杜
甫
「
飲
中
八
仙
歌
」
の
「
李
白
は
一
斗
詩
百
篇
」
の
詩
句
を
ふ
ま
え
る
。
但
酔
無
所
苦
王
献
之
「
桃
葉
歌
」
の
「
但
だ
渡
れ
苦
し
む
所
無
し
」
の
詩
句
を
ふ
ま
え
る
。
内
厩
宮
中
の
厩
。
宋
濂
が
年
老
い
て
歩
行
困
難
に
陥
る
と
、
太
祖
は
皇
太
子
に
良
馬
を
選
ば
せ
て
与
え
、
さ
ら
に
「
黄
白
馬
歌
」
を
作
っ
て
侍
臣
た
ち
に
唱
和
さ
せ
た
と
い
う
（「
行
状
」・『
明
史
』
巻
一
二
八
・
『
名
山
蔵
』
巻
五
九
・
『
明
書
』
巻
一
四
四
な
ど
）。
な
お
、
『
潜
渓
録
』
尤
『
擬
明
史
楽
府
』
訳
注
（
一
）（
福
本
・
尤
研
究
会
）
267
（
丁
立
中
輯
・
孫
鏘
増
補
、
前
掲
『
宋
濂
全
集
』
第
四
冊
所
収
）
巻
一
に
は
、
御
製
の
「
賜
学
士
宋
濂
白
馬
歌
」
及
び
「
賜
学
士
宋
濂
重
賦
黄
馬
歌
」
を
載
せ
る
。
ま
た
、
同
書
巻
五
に
は
、
華
克
勤
・
虞
泰
・
王
佐
・
孫
傑
の
「
応
制
賦
賜
宋
承
旨
黄
馬
歌
」
を
引
く
。
駄
馬
に
乗
せ
る
こ
と
。
尚
方
天
子
の
御
物
を
造
り
管
理
す
る
所
。
一
端
綺
一
端
の
美
し
い
綾
絹
。
端
は
布
帛
の
長
さ
の
単
位
。
一
端
は
二
丈
。
「
古
詩
十
九
首
」
其
一
八
に
、
「
客
遠
方
従 よ
り
来
た
り
、
我
に
一
端
の
綺
を
遺 お
く
る
」
と
あ
る
。
洪
武
一
〇
年
（
一
三
七
七
）、
宋
濂
が
辞
職
し
て
故
郷
に
帰
る
に
当
り
、
太
祖
は
御
製
の
文
集
や
美
し
い
綾
絹
な
ど
を
与
え
、
年
齢
を
訊
ね
た
。
宋
濂
が
「
六
十
有
八
」
と
答
え
る
と
、
太
祖
は
「
此
の
綺
を
蔵
す
る
こ
と
三
十
二
年
、
百
歳
の
衣
を
作
る
も
可
か
也
」
と
言
っ
た
と
い
う
（
『
明
史
』
巻
一
二
八
）。
他
に
、
「
行
状
」
・
『
玉
堂
叢
語
』
巻
三
・
『
名
山
蔵
』
巻
五
九
・
『
明
通
鑑
』
巻
六
・『
明
書
』
巻
一
四
四
な
ど
に
同
様
の
記
事
が
見
え
る
。
百
歳
之
衣
前
注
「
一
端
綺
」
参
照
。
婆
娑
こ
こ
で
は
衣
を
翻
し
て
行
き
来
す
る
さ
ま
。
畳
韻
語
。
宋
玉
「
神
女
賦
」
（
『
文
選
』
巻
一
九
）
に
「
又
た
人
間
に
婆
娑
た
り
」
と
あ
り
、
李
善
は
「
婆
娑
は
、
猶
お
盤
の
ご
と
き
也
」
と
注
す
る
。
一
歳
一
句
宋
濂
は
辞
職
す
る
際
、
毎
年
一
度
は
来
朝
す
る
こ
と
を
太
祖
と
約
束
し
た
（
「
行
状
」
・
『
玉
堂
叢
語
』
巻
三
・
『
名
山
蔵
』
巻
五
九
・
『
明
通
鑑
』
巻
六
・
『
明
書
』
巻
一
四
四
な
ど
）。
『
玉
堂
叢
語
』
巻
三
に
は
、
太
祖
の
餞
別
の
詩
二
句
「
白
下
樽
を
開
い
て
別
離
を
話 か
た
り
、
知
る
君
此
の
後
迹
応
に
稀
な
る
べ
し
」
と
、
宋
濂
が
そ
れ
に
続
け
て
詠
ん
だ
二
句
「
臣
が
身
願
わ
く
は
衡
陽
の
雁
と
作 な
り
、
一
度
の
秋
風
一
度
帰
ら
ん
」
を
引
く
。
夢
中
一
句
宋
濂
が
職
を
辞
し
て
ま
も
な
く
、
太
祖
は
息
子
の
に
父
の
安
否
を
尋
ね
、「
朕
疇
昔
ち
ゆ
う
せ
きの
夜
、
夢
に
爾 なん
じが
父
を
見
、
笑
談
す
る
こ
と
曩 の
う時 じ
の
如
し
、
爾
が
父
去
る
と
雖
も
、
其
の
容
儀
儼
然
と
し
て
朕
が
目
中
に
在
り
」
と
語
っ
た
と
い
う
（
「
行
状
」
）。
他
に
、
『
名
山
蔵
』
巻
五
九
・
『
明
書
』
巻
一
四
四
な
ど
に
類
似
の
記
事
が
見
え
る
。
天
顔
天
子
の
顔
。
竜
顔
。
こ
こ
で
は
太
祖
を
い
う
。
宮
観
皇
帝
が
宴
遊
や
休
息
に
使
う
離
宮
。
盤
旋
こ
こ
で
は
、
ぐ
る
ぐ
る
巡
る
、
巡
り
歩
く
こ
と
。
辞
職
後
、
宋
濂
が
約
束
通
り
来
朝
す
る
と
、
太
祖
は
大
い
に
喜
び
、
共
に
「
観
闕
を
遊
歴
し
、
禁
禦
を
盤
旋
」
し
た
と
い
う
（
「
行
状
」
）。
ま
た
、
『
名
山
蔵
』
巻
五
九
に
は
、
「
宮
闕
を
歴
観
し
、
禁
禦
を
盤
旋
」
し
た
と
あ
る
。
丘
山
量
が
多
い
こ
と
の
た
と
え
。
『
史
記
』
卷
七
〇
・
張
儀
伝
に
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「
粟
を
積
む
こ
と
丘
山
の
如
し
」
と
あ
る
。
加
盤
水
「
盤
水
加
剣
」
の
略
。
盤
に
水
を
盛
り
、
そ
の
上
に
剣
を
載
せ
る
こ
と
は
、
自
刎
を
願
い
出
る
こ
と
を
意
味
し
た
。
『
漢
書
』
巻
四
八
・
賈
誼
伝
に
、
師
古
は
「
如
淳
曰
く
、
水
は
性
平
ら
か
な
り
、
若
し
己
に
正
罪
有
れ
ば
、
君
平
法
を
以
て
之
を
治
む
る
也
、
剣
を
加
う
る
は
、
当
に
以
て
自
刎
す
べ
き
也
、
或
ひ
と
曰
く
、
牲
を
殺
す
者
は
、
盤
水
を
以
て
頸
血
を
取
る
、
故
に
示
す
こ
と
此
く
の
若
き
也
」
と
注
す
る
。
解
題
に
記
し
た
通
り
、
宋
濂
の
死
に
つ
い
て
は
病
死
説
と
自
縊
説
と
が
あ
る
が
、
本
詩
で
は
後
者
の
立
場
か
ら
歌
っ
て
い
る
。
青
蘿
浙
江
浦
江
の
東
三
〇
里
に
あ
る
青
蘿
山
を
い
う
。
宋
濂
「
蘿
山
遷
居
志
」
に
よ
れ
ば
、
至
正
六
年
（
一
三
四
六
）、
彼
は
金
華
か
ら
こ
の
地
へ
転
居
し
、
同
一
四
年
に
は
青
蘿
山
房
を
築
い
た
。
彼
が
出
仕
以
前
か
ら
読
書
述
作
に
耽
っ
た
場
で
あ
り
、
辞
職
後
も
当
地
に
て
著
述
を
事
と
し
た
。「
行
状
」
に
は
、「
致
政
し
て
青
蘿
山
に
帰
る
に
及
び
、
一
室
を
闢 ひ
らき
て
静
軒
と
曰
う
、
終
日
戸
を
閉
ざ
し
て
纂
述
し
、
人
其
の
面
を
見
ず
」
と
あ
る
。
茂
州
安
置
宋
濂
が
四
川
茂
州
に
流
刑
さ
れ
た
こ
と
を
い
う
。
安
置
は
、
宋
代
、
流
刑
し
て
定
め
ら
れ
た
土
地
に
住
ま
わ
せ
る
こ
と
。
解
題
に
記
し
た
ご
と
く
、
宋
濂
は
、
孫
の
慎
が
胡
惟
庸
の
獄
に
連
坐
し
た
た
め
死
罪
に
処
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
皇
后
・
皇
太
子
の
助
命
に
よ
っ
て
茂
州
に
流
さ
れ
た
。『
明
史
』
巻
一
二
八
に
、「
（
洪
武
）
十
三
年
、
長
孫
慎
胡
惟
庸
の
党
に
坐
す
、
帝
濂
を
死
に
置
か
ん
と
欲
す
、
皇
后
・
太
子
力
救
す
、
乃
ち
茂
州
に
安
置
す
」
と
あ
る
。
な
お
、
尤
珍
注
に
引
く
「
一
日
与 と
も
に
文
楼
に
登
る
」
よ
り
「
馳
せ
て
焉 こ
れ
を
赦
す
」
ま
で
の
逸
話
は
、
『
震
沢
紀
聞
』
巻
上
の
要
約
で
あ
る
。
州
死
宋
濂
が
四
川
州
で
自
殺
し
た
こ
と
を
い
う
。
洪
武
一
四
年
（
一
三
八
一
）、
州
に
至
っ
た
宋
濂
は
、
あ
る
寺
に
宿
し
て
老
僧
と
語
り
合
っ
た
。
宋
濂
が
「
吾
聞
く
、
内
典
（
仏
典
）
に
善
悪
は
必
ず
類
を
以
て
報
ず
と
、
吾
平
生
為
す
所
、
自
ら
以
て
愧 は
づ
る
無
し
、
何
ぞ
是 こ
こ
に
至
れ
る
」
と
問
う
と
、
老
僧
は
「
先
生
勝
国
（
元
）
に
於
て
嘗
て
官
た
る
乎 か
」
と
問
う
た
。
宋
濂
が
「
編
修
な
り
」
と
答
え
る
と
、
老
僧
は
黙
し
て
何
も
言
わ
な
か
っ
た
。
そ
の
夜
、
彼
は
自
縊
し
て
卒
し
た
と
い
う
（
『
名
山
蔵
』
巻
五
九
・
『
明
書
』
巻
一
四
四
・
『
皇
明
世
説
新
語
』
傷
逝
な
ど
）。
横
戈
躍
馬
戈
を
手
に
横
た
え
、
馬
を
勢
い
よ
く
走
ら
せ
る
こ
と
。
武
器
を
手
に
し
て
戦
場
を
馳
駆
す
る
さ
ま
を
い
う
。
こ
こ
で
は
、
左
思
「
蜀
都
賦
」
（
『
文
選
』
巻
四
）
に
「
公
孫
馬
を
躍
せ
て
帝
と
称
す
」
と
あ
る
の
を
ふ
ま
え
る
。
後
漢
の
公
孫
述
は
自
立
を
図
り
、
自
ら
白
帝
と
称
し
て
州
に
白
帝
城
を
築
い
た
。
尤
『
擬
明
史
楽
府
』
訳
注
（
一
）（
福
本
・
尤
研
究
会
）
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将
軍
こ
こ
で
は
藍
玉
を
指
し
、
背
景
に
「
胡
藍
の
獄
」
を
暗
示
す
る
。
藍
玉
（
？
―
一
三
九
三
）
は
、
安
徽
定
遠
の
人
。
常
遇
春
の
義
弟
。
武
将
と
し
て
朱
元
璋
に
仕
え
、
勇
名
を
轟
か
せ
た
。
洪
武
二
一
年
（
一
三
八
八
）、
一
五
万
の
兵
を
率
い
て
北
征
し
、
捕
魚
児
海
ブ
イ
ル
・
ノ
ー
ル
の
湖
畔
で
元
の
順
帝
の
孫
脱
古
思
帖
木
児
ト
グ
ス
・
テ
ィ
ム
ー
ルを
破
っ
て
凱
旋
し
、
涼
国
公
に
封
ぜ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
の
ち
武
功
を
恃
ん
だ
驕
慢
な
行
な
い
が
目
立
ち
、
太
祖
か
ら
詰
責
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。
洪
武
二
六
年
（
一
三
九
三
）、
錦
衣
衛
指
揮
蒋
の
告
発
に
よ
っ
て
逮
捕
さ
れ
、
謀
反
の
首
謀
者
と
し
て
誅
殺
さ
れ
た
。
同
時
に
多
く
の
者
が
連
坐
し
て
殺
さ
れ
た
が
、
そ
の
人
数
に
つ
い
て
は
、
一
万
五
千
人
（
『
明
史
』
巻
一
三
二
・
『
廿
二
史
箚
記
』
巻
三
二
な
ど
）
と
も
、
二
万
人
（
『
明
史
紀
事
本
末
』
巻
一
三
）
と
も
言
わ
れ
る
。
所
謂
「
藍
玉
の
獄
」
で
あ
る
（
８
「
胡
藍
獄
」
参
照
）。
伝
は
『
明
史
』
巻
一
三
二
・
藍
玉
伝
。
な
お
、
藍
玉
の
獄
と
そ
の
連
坐
者
に
つ
い
て
は
、
太
祖
勅
撰
の
『
逆
臣
録
』
に
基
づ
い
た
詳
密
な
研
究
が
あ
る
（
前
掲
『
明
代
中
国
の
疑
獄
事
件
―
藍
玉
の
獄
と
連
座
の
人
々
』）。
天
子
は
酒
を
勧
め
、
群
臣
た
ち
は
酔
い
、
宮
殿
内
で
は
学
士
の
宋
濂
が
、
酔
っ
て
顔
を
真
っ
赤
に
し
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
、
わ
た
く
し
め
は
も
う
飲
め
ま
せ
ん
、
か
の
李
白
は
一
斗
の
酒
を
も
物
と
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
。
天
子
は
言
う
、
ひ
た
す
ら
酔
え
、
苦
し
う
な
い
ぞ
、
宮
中
の
厩
の
名
馬
を
選
ん
で
、
お
ま
え
を
乗
せ
よ
う
と
。
さ
ら
に
尚
方
の
綾
絹
一
端
を
た
ま
わ
り
、
百
歳
の
衣
を
翻
し
て
行
き
来
し
た
。
一
年
に
一
度
の
来
朝
は
、
こ
こ
か
ら
始
ま
り
、
夢
の
な
か
で
も
談
笑
し
て
、
竜
顔
は
ほ
こ
ろ
ん
だ
。
離
宮
を
巡
り
歩
き
、
宴
は
幾
度
催
さ
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
、
た
だ
言
う
、
君
恩
は
か
く
も
長
く
続
く
も
の
と
。
い
っ
た
い
誰
が
知
ろ
う
、
微
罪
が
丘
山
の
よ
う
に
積
も
り
、
杯
の
酒
が
冷
め
や
ら
ぬ
う
ち
に
、
盤
に
水
を
盛
る
こ
と
に
な
ろ
う
と
は
。
ひ
と
た
び
故
郷
の
青
蘿
山
を
去
っ
て
、
つ
い
に
帰
る
こ
と
も
な
く
、
茂
州
に
流
謫
さ
れ
て
、
州
で
死
ぬ
は
め
に
な
っ
た
。
あ
あ
、
宋
濂
は
文
臣
で
あ
る
の
に
こ
ん
な
目
に
あ
っ
た
、
ま
し
て
や
武
器
を
手
に
戦
場
を
馳
駆
し
て
、
将
軍
と
称
し
た
者
た
ち
は
。
（
児
島
弘
一
郎
）
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